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凡　

例

一　

こ
こ
に
は
、
国
士
舘
史
編
纂
の
た
め
に
調
査
収
集
し
た
資
料
の
う
ち
か
ら
、
翻
刻
・
校
訂
と
補
註
が
終
了
し
、
重
要
度
が
高

　

い
も
の
を
順
次
紹
介
す
る
。

一　

資
料
に
は
、
巻
別
に
適
宜
、
通
し
番
号
と
表
題
を
付
し
、
そ
の
下
に
（　
　

）
で
出
典
を
略
記
し
た
。

一　

資
料
は
、漢
字
・
仮
名
遣
い
と
も
、で
き
る
だ
け
原
本
に
忠
実
に
翻
刻
し
た
が
、一
部
に
句
読
点
を
補
い
読
み
や
す
く
改
め
た
。

一　

資
料
中
の
漢
字
は
、
原
則
と
し
て
常
用
漢
字
に
改
め
た
。
た
だ
し
、
常
用
漢
字
に
な
い
も
の
お
よ
び
地
名
・
人
名
な
ど
特
に

　

必
要
と
認
め
た
も
の
は
、
原
本
の
ま
ま
と
し
た
。

一　

現
在
で
は
読
み
に
く
く
な
っ
た
語
句
に
は
、
平
仮
名
で
ふ
り
が
な
を
付
し
た
が
、
も
と
も
と
原
本
に
あ
る
ふ
り
が
な
は
片
仮

　

名
で
表
記
し
た
。

一　

資
料
の
成
立
事
情
及
び
資
料
中
に
使
用
さ
れ
る
用
語
で
意
味
を
解
し
に
く
い
も
の
に
は
、
簡
略
な
補
註
を
付
し
、
読
者
の
理

　

解
に
資
し
た
。

一　

資
料
の
翻
刻
・
校
訂
は
、
国
士
舘
史
資
料
室
収
蔵
の
原
本
、
な
い
し
は
原
本
か
ら
作
成
し
た
忠
実
な
複
製
資
料
に
よ
っ
た
。

国
士
舘
史
関
係
資
料
の
翻
刻
並
び
に
補
註　
　
　
　
　
　
　
　

第
四
巻
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一　

昭
和
五
年
四
月
一
五
日　

國
士
館
高
等
拓
植
學
校
設
立
申
請
認
可
書
類

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
東
京
都
公
文
書
館
所
蔵　

私
立
学
校
・
冊
ノ
七
三
）

①午
学
第
三
八
一
九
号

昭
和
五
年
四
月
一
五
日
受

　
　
　

私
立
学
校
設
置
ノ
件
指
令
案

午
学
第
三
八
一
九
号

　
　
　
　
　
　

財
団
法
人
國
士
館

昭
和
五
年
四
月
九
日
付
申
請
國
士
館
高
等
拓
植
學
校
設
置
ノ
件
認
可
ス

　
　
　

年
月
日　
　

知
事

　
　
　
　

第
二
案

　
　
　
　
　
　

財
団
法
人
國
士
館

昭
和
五
年
四
月
五
日
付
申
請
上
塚
司
ヲ
國
士
館
高
等
拓
植
學
校
長
ニ
就
任
セ
シ
ム
ル
ノ
件
認
可
ス

　
　
　

年
月
日　
　

知
事
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第
三
案

　
　
　

年
月
日　
　

知
事

　
　

文
部
大
臣
宛

　
　
　

私
立
学
校
設
置
ノ
件

財
団
法
人
國
士
館
理
事
申
請
ニ
係
ル
國
士
館
高
等
拓
植
學
校
設
置
ノ
件
本
日
認
可
候
条
左
記
事
項
ヲ
具
シ
此
段
及
報
告
候
也

　
　
　
　
　

記

一
、
位
置
荏
原
郡
世
田
谷
町

一
、
開
校
期
日
昭
和
五
年
四
月

一
、
学
則
別
紙
ノ
通
リ

一
、
學
校
長
上
塚
司＊

１

（
備
考
）

　
　

一
、
目
的　

南
米
ブ
ラ
ジ
ル
ニ
発
展
セ
ン
ト
ス
ル
国
士
的
人
材
ヲ
養
成
ス

　
　

一
、
修
業
年
限
一
ヶ
年

　
　

一
、
入
学
資
格
中
学
校
卒
業
以
上
ノ
学
力
ヲ
有
ス
ル
モ
ノ

　
　

一
、
生
徒
定
員
五
十
名



国士舘史研究年報 2012　楓

82

　
　

一
、
学
資
入
学
金
五
円
、
授
業
料
年
額
八
十
四
円

　
　

一
、
寄
附
行
為
変
更
認
可
四
月
十
四
日

　
　

一
、
教
室　

國
士
館
専
門
學
校
々
舎
ノ
一
部
ヲ
充
当
ス

「（

東

京

府

経

由

印

）

昭
和
５
．
４
．
９　

午
学
第
３
８
１
９
号
」

「（

世

田

谷

区

奥

印

）

世
学
第
三
二
号
」

　
　
　
　
　
　

國
士
館
高
等
拓
植
學
校
設
置
申
請

本
財
団
法
人
ニ
於
テ
別
紙
ノ
通
リ
高
等
拓
植
學
校
ヲ
設
置
致
度
ニ
付
、
御
認
可
相
成
度
、
此
段
申
請
候
也

　
　

昭
和
五
年
四
月
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

財
団
法
人　

國　

士　

館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

理　

事　
　

柴　

田　

德　

次　

郎
印

東
京
府
知
事　

牛
塚
虎
太
郎
殿

世（
世
田
谷
区
経
由
印
）

学
第
三
二
号

前
書
出
願
ニ
付
奥
印
候
也

昭
和
五
年
四
月
九
日
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東
京
府
荏
原
郡
世
田
谷
町
長
寺
田　

武
印

　
　
　
　

書
類

一
、
設
立
申
請
者

二
、
学
校
沿
革
及
設
立
要
項

三
、
学
則

四
、
教
員
予
定
表

五
、
学
校
長
認
可
申
請

六
、
財
団
寄
附
行
為

七
、
財
産
目
録

八
、
財
団
役
員
氏
名

九
、
維
持
経
営
ノ
方
法

一
〇
、
収
支
予
算

一
一
、
寄
附
行
為
改
正
同
意
書
ノ
写

一
二
、
敷
地
校
舎
ノ
図
面



国士舘史研究年報 2012　楓

84

一
三
、
教
室
配
当
表

　
　
　

＊
１　

上
塚
司　

明
治
二
三
年
、
熊
本
県
に
生
ま
れ
る
。
明
治
四
五
年
神
戸
高
等
商
業
学
校
卒
業
、
同
年
南
満
州
鉄
道

　
　
　
　

株
式
会
社
入
社
。
そ
こ
で
渡
満
し
て
い
た
柴
田
德
次
郎
と
交
流
を
持
つ
。
大
正
九
年
五
月
衆
議
院
議
員
、
大
正
一
三

　
　
　
　

年
農
商
務
大
臣
秘
書
官
、
そ
の
後
商
工
大
臣
秘
書
官
・
大
蔵
省
政
務
次
官
・
衆
議
院
外
務
委
員
長
な
ど
を
歴
任
。
ア

　
　
　
　

マ
ゾ
ニ
ア
産
業
研
究
所
長
・
海
外
移
住
中
央
協
会
副
会
長
・
日
伯
中
央
協
会
理
事
長
を
務
め
る
な
ど
、
海
外
移
民
政

　
　
　
　

策
に
積
極
的
に
関
与
。
大
正
九
年
の
時
点
で
財
団
法
人
國
士
館
理
事
、
翌
年
國
士
館
維
持
委
員
会
会
計
庶
務
。
大
正

　
　
　
　

一
一
年
國
士
館
理
事
及
び
評
議
員
に
就
任
。
昭
和
五
年
國
士
館
高
等
拓
植
學
校
校
長
。
昭
和
七
年
五
月
三
一
日
日
本

　
　
　
　

高
等
拓
植
学
校
を
創
立
し
、校
長
に
就
任
。
な
お
詳
細
は
、熊
本
好
宏
「
国
士
舘
高
等
拓
植
学
校
と
移
民
教
育
」（『
国

　
　
　
　

士
舘
史
研
究
年
報
―
楓

―
』
第
三
号
所
収
）、同
「
上
塚
司
」（
本
誌
二
〇
三
～
二
〇
九
頁
）
参
照
。
ま
た
、「
履
歴
書
」

　
　
　
　

が
、
本
誌
九
四
～
九
五
頁
に
あ
る
。

②
　
　
　
　
　

國
士
館
沿
革

大
正
六
年
十
一
月
四
日
東
京
市
麻
布
区
笄
町
一
八
二
、
大
民
団
事
務
所
内
ニ
夜
学
塾
ヲ
開
キ
、
毎
日
二
時
間
乃
至
四
時
間
政
治
、
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経
済
、
社
会
、
宗
教
、
哲
学
、
武
道
、
外
国
語
等
ノ
科
目
ヲ
教
授
ス
、
時
勢
ノ
要
求
ハ
日
ヲ
経
ル
ニ
従
ヒ
聴
講
者
ノ
数
ヲ
増
シ
、

教
室
ノ
狭
隘
ヲ
告
グ
ル
ニ
至
リ
、
且
ツ
社
会
的
風
潮
ハ
益
危
道
ニ
偏
セ
ン
ト
ス
ル
ヨ
リ
、
同
士
奮
起
シ
國
士
館
ノ
移
設
ヲ
計
画

シ
、
地
ヲ
市
外
世
田
谷
町
松
陰
神
社
畔
ニ
相
シ
、
大
正
八
年
二
月
工
ヲ
起
シ
九
月
講
堂
、
道
場
、
寄
宿
舎
、
本
部
等
ノ
工
成
リ
、

同
時
ニ
財
団
法
人
ノ
組
織
ト
ナ
シ
館
規
ヲ
制
定
シ
、
同
年
十
一
月
英
才
教
育
ヲ
旗
幟
ト
シ
広
ク
学
生
ヲ
募
集
シ
開
黌
ス

大
正
九
年
十
月
第
二
期
生
ヲ
募
集
シ
、
同
十
年
一
月
学
園
内
ニ
館
宅
六
棟
ヲ
起
工
シ
四
月
竣
工
ス
、
尚
同
年
五
月
一
日
ヨ
リ
新

寄
宿
舎
ノ
建
築
ニ
着
手
シ
九
月
二
十
五
日
落
成
セ
リ

次
テ
大
正
十
二
年
四
月
ヨ
リ
國
士
館
中
等
部
ヲ
新
設
シ
、
十
四
年
四
月
改
メ
テ
文
部
省
ノ
認
可
ヲ
得
、
中
等
部
ヲ
國
士
館
中
學

校
ト
改
称
、
同
年
六
月
中
學
校
々
舎
（
総
坪
数
四
百
十
坪
、
総
二
階
建
）
ノ
建
築
ニ
着
手
シ
九
月
初
旬
落
成
ス

大
正
十
五
年
荏
原
郡
西
部
六
ヶ
町
村
、
町
村
長
及
ビ
町
村
有
力
者
援
助
ノ
下
ニ
國
士
館
商
業
學
校
ヲ
新
設
シ
三
月
四
日
認
可
四

月
十
五
日
開
校
ス

大
正
十
五
年
七
月
理
事
國
士
館
中
學
校
長
長
瀬
鳳
輔
死
去
、
校
長
ニ
ハ
理
事
柴
田
德
次
郎
認
可
就
任
ス

昭
和
三
年
二
月
隣
接
公
爵
毛
利
家
所
有
土
地
山
林
約
六
千
坪
買
収
校
地
ノ
拡
張
ヲ
ナ
シ
運
動
場
及
生
徒
実
習
農
園
ニ
充
ツ

昭
和
三
年
十
一
月
隣
接
松
陰
神
社
改
築
ニ
就
キ
旧
社
殿
ヲ
譲
受
ケ
構
内
ニ
移
設
シ
、
國
士
神
社
ヲ
建
立
ス

昭
和
四
年
三
月
十
二
日
國
士
館
専
門
學
校
認
可
、
同
日
法
学
博
士
水
野
錬
太
郎
校
長
就
任
認
可
ア
リ
、
四
月
ヨ
リ
開
校
ス

昭
和
四
年
五
月
國
士
館
専
門
學
校
々
舎
新
築
ニ
着
手
シ
、
近
ク
竣
工
ノ
予
定
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昭
和
四
年
三
月
國
士
館
実
務
學
校＊

１

認
可
ア
リ

　
　
　

＊
１　

國
士
館
実
務
學
校　

國
士
館
は
専
門
學
校
創
設
と
と
も
に
、
昭
和
四
年
三
月
、
設
置
認
可
を
受
け
、
修
業
年
限

　
　
　
　

一
年
の
國
士
館
実
務
學
校
を
設
立
。
実
務
學
校
に
は
、
商
工
科
と
拓
植
科
が
設
置
さ
れ
、
実
業
家
の
育
成
を
目
的
と

　
　
　
　

し
た
。
し
か
し
、
専
門
學
校
創
設
の
影
響
も
あ
り
開
校
で
き
ず
、
昭
和
五
年
五
月
に
は
拓
植
科
独
立
と
と
も
に
開
校

　
　
　
　

を
延
期
す
る
も
、
同
一
〇
年
二
月
に
開
校
せ
ず
に
廃
止
と
し
た
。

③
　
　
　
　
　

設
置
要
項

一
、
名
称

　
　
　
　

國
士
館
高
等
拓
植
學
校

一
、
位
置

　
　
　
　

東
京
府
荏
原
郡
世
田
谷
町
世
田
谷
千
六
番
地

一
、
学
則

　
　
　
　

別
紙
ノ
通
リ
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一
、
修
業
年
限

　
　
　
　

壱
ヶ
年

一
、
入
学
資
格

　
　
　

一
、
中
学
校
卒
業
者

　
　
　

二
、
専
門
学
校
入
学
者
検
定
規
程
ニ
依
リ
指
定
セ
ラ
レ
タ
ル
者

　
　
　

三
、
同
規
程
ニ
依
ル
検
定
試
験
ニ
合
格
シ
タ
ル
者

一
、
組
織

　
　
　
　

本
科
（
昼
間
授
業
）

一
、
生
徒
定
員

　
　
　
　

種
別　
　

学
級
数　
　

生
徒
定
員

　
　
　
　

本
科　
　
　

一　
　
　
　

五
〇

一
、
授
業
料

　
　
　
　

年
額
金
八
拾
四
円
也

一
、
入
学
考
査
料
及
入
学
金

　
　
　
　

入
学
考
査
料　
　
　

金
五
円
也
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入
学
金　
　
　
　
　

金
五
円
也

一
、
校
地
校
舎

　
　
　

別
紙
ノ
通
リ

一
、
維
持
経
営
ノ
方
法

　
　
　

別
紙
ノ
通
リ

一
、
設
立
者

　
　
　

財
団
法
人
國
士
館

一
、
開
校
年
月

　
　
　

昭
和
五
年
四
月

　
　
　
　

國
士
館
高
等
拓
植
學
校
学
則

　
　
　
　
　

第
一
章　

総
則

第
一
条
本
校
ハ
南
米
ニ
発
展
セ
ン
ト
ス
ル
国
士
的
人
材
ノ
養
成
ヲ
以
テ
目
的
ト
ス

第
二
条
本
校
ノ
修
業
年
限
ヲ
一
年
ト
ス

　
　
　
　
　

第
二
章　

学
年
学
期
及
休
業
日
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第
三
条
本
校
学
生
ノ
定
員
ヲ
五
十
名
ト
ス

第
四
条
学
年
ハ
四
月
一
日
ニ
始
マ
リ
翌
年
三
月
三
十
一
日
ニ
終
ル

第
五
条
学
年
ヲ
別
チ
テ
左
ノ
二
学
期
ト
ス

　
　
　

前
学
期
自
四
月
一
日
至
九
月
三
十
日

　
　
　

後
学
期
自
十
月
一
日
至
翌
三
月
三
十
一
日

第
六
条
本
校
ノ
休
業
日
ハ
左
ノ
如
シ

　
　
　

日
曜
日

　
　
　

大
祭
祝
日

　
　
　

本
校
記
念
日　

十
一
月
四
日

　
　
　

春
季
休
業　
　

自
三
月
二
十
一
日
至
四
月
七
日

　
　
　

冬
季
休
業　
　

自
十
二
月
二
十
五
日
至
一
月
七
日

　
　
　
　
　

第
三
章　

学
科
課
程

第
七
条
本
校
ノ
学
科
目
課
程
左
ノ
如
シ
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学
科
目　
　
　
　
毎
週
授
業
時
数

　
　
　
国
民
道
徳	

　
　
　
　
　

一

　
　
　
ポ
ル
ト
ガ
ル
語	

　
　
　
　

一
八 

　
　
　
植
民
史		



　
　
　
　
　

一

　
　
　
植
民
政
策	

　
　
　
　
　

一

　
　
　
南
米
経
済
事
情	
　
　
　
　
　

二

　
　
　
南
米
地
理	

　
　
　
　
　

二

　
　
　
農
業
大
意	

　
　
　
　
　

一

　
　
　
畜
産
大
意	

　
　
　
　
　

一

　
　
　
土
木
建
築
大
要	

　
　
　
　
　

一

　
　
　
測
量
大
要	

　
　
　
　
　

一

　
　
　
産
業
組
合
概
念	

　
　
　
　
　

一

　
　
　
柔
剣
道		



　
　
　
　
　

二

　
　
　
馬
術		



　
　
　
　
　

一

　
　
　
計		



　
　
　
　

三
三
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第
四
章　

入
学
、
休
学
、
退
学

第
八
条
本
校
ニ
入
学
シ
得
ベ
キ
者
ハ
、
左
ノ
各
号
ノ
一
ニ
該
当
ス
ル
者
ニ
シ
テ
本
校
ニ
於
テ
詮
衡
シ
タ
ル
者
ニ
限
ル

　
　
　

一
、
中
学
校
卒
業
者

　
　
　

二
、
専
門
学
校
入
学
者
検
定
規
定
ニ
依
リ
指
定
セ
ラ
レ
タ
ル
者

　
　
　

三
、
同
規
定
ニ
依
ル
試
験
検
定
合
格
者

第
九
条
本
校
ニ
入
学
セ
ン
ト
ス
ル
モ
ノ
ハ
所
定
ノ
入
学
願
書
（
第
一
号
書
式
）、
履
歴
書
、
成
績
証
明
書
、
身
体
検
査
書
、
戸

　
　
　

籍
謄
本
、
渡
航
承
諾
書
（
第
二
号
書
式
）
及
最
近
撮
影
ノ
半
身
脱
帽
手
札
形
写
真
ニ
入
学
考
査
料
金
五
円
ヲ
添
ヘ
學
校

　
　
　

長
ニ
差
出
ス
ヘ
シ

第
十
条
病
気
其
他
ノ
事
由
ニ
ヨ
リ
引
続
キ
欠
席
セ
ン
ト
ス
ル
時
ハ
休
学
願
ヲ
差
出
シ
許
可
ヲ
受
ク
ベ
シ

　
　
　

但
シ
休
学
三
ヶ
月
以
上
ニ
及
ブ
時
ハ
卒
業
ヲ
許
サ
ズ

第
十
一
条
退
学
セ
ン
ト
欲
ス
ル
者
ハ
事
由
ヲ
詳
細
記
シ
願
出
ノ
上
許
可
ヲ
受
ク
ヘ
シ

第
十
二
条
左
ノ
各
号
ニ
該
当
ス
ル
者
ハ
退
学
ヲ
命
ス

　
　
　
　

一
、
品
行
不
良
ニ
シ
テ
改
悛
ノ
見
込
ナ
キ
者

　
　
　
　

二
、
学
業
成
績
不
良
ニ
シ
テ
成
業
ノ
見
込
ナ
キ
者

　
　
　
　

三
、
正
当
ノ
事
由
ナ
ク
シ
テ
一
ヶ
月
以
上
欠
席
シ
タ
ル
者
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四
、
授
業
料
ヲ
納
付
セ
ザ
ル
者

　
　
　
　
　

第
五
章　

試
験
及
卒
業

第
十
三
条
試
験
ハ
各
学
科
目
ニ
付
毎
学
期
ノ
終
ニ
之
ヲ
行
フ

第
十
四
条
卒
業
ハ
各
学
期
ノ
成
績
ヲ
考
査
シ
テ
之
ヲ
判
定
ス

第
十
五
条
卒
業
者
ニ
ハ
卒
業
証
書
ヲ
授
与
ス

　
　
　
　
　

第
六
章　

入
学
金
及
授
業
料

第
十
六
条
入
学
ヲ
許
可
セ
ラ
レ
タ
ル
モ
ノ
ハ
入
学
金
五
円
ヲ
納
付
ス
ル
コ
ト
ヲ
要
ス

第
十
七
条
授
業
料
ハ
年
額
八
十
四
円
ト
シ
テ
二
回
ニ
毎
学
期
ノ
始
ニ
納
付
ス
ベ
シ

第
十
八
条
一
旦
納
付
セ
ル
諸
料
金
ハ
一
切
之
ヲ
返
還
セ
ズ

　
　
　
　
　

第
七
章　

賞
罰

第
十
九
条
学
術
操
行
優
良
ナ
ル
モ
ノ
ハ
之
ヲ
表
彰
ス

第
二
十
条
學
校
長
教
育
ニ
必
要
ト
認
ム
ル
場
合
ハ
左
ノ
懲
戒
ヲ
行
フ

　
　
　
　

戒
飾
、
謹
慎
、
停
学
、
放
校

　
（
第
一
号
書
式
（
入
学
証
書
）、
第
二
号
書
式
（
渡
航
承
諾
書
）
略
）
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教
員
予
定
表

  
担
任
学
科
目

専
任
兼
任
別
毎
週
教
授
時
数

学
位
称
号

氏
名

国
民
道
徳

兼
任

　

一

柴
田
德
次
郎

ポ
ル
ト
ガ
ル
語

専
任

一
八

辻　

小
太
郎

殖

民

史

専
任

　

一

上
塚　
　

司

植
民
政
策

専
任

　

一

上
塚　
　

司

南
米
経
済
事
情

専
任

　

二

辻　

小
太
郎

南
米
地
理
歴
史

専
任

　

二

辻　

小
太
郎

農
業
大
意

専
任

　

一

農
学
士

三
田　
　

弘

畜
産
大
意

専
任

　

一

同

三
田　
　

弘

土
木
建
築
大
意

兼
任

　

一

工
学
士

藤
井　

眞
秀

測
量
大
意

兼
任

　

一

同

藤
井　

眞
秀

産
業
組
合
概
念

専
任

　

一

商
学
士

鏑
木
政
五
郎

柔

道

兼
任

　

一

六
段

工
藤　

一
三

剣

道

兼
任

　

一

範
士

齋
村　

五
郎

馬

術

　

一

選　

定　

中

④
　
　

學
校
長
認
可
申
請

國
士
館
高
等
拓
植
學
校
ニ
於
テ
上
塚　

司
ヲ
學
校
長
ト
相
定
メ
度
ニ
付
御
認
可
相
成
度
、
此
段
申
請
候
也

　
　

昭
和
五
年
四
月
五
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

財
団
法
人
國
士
館
理
事
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柴
田
德
次
郎
印

　

東
京
府
知
事　

牛
塚
虎
太
郎
殿

⑤
　
　
　
　
　
　
　
　

履　
　
　

歴　
　
　

書

原　

籍　

熊
本
県
下
益
城
郡
杉
上
村
字
赤
見＊

１

千
五
百
拾
壱
番
地

現
住
所　

東
京
市
小
石
川
区
大
塚
仲
町
四
拾
壱
番
地

族
籍　
　

士
族

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

戸
主　

秀
勝　

弟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上　
　

塚　
　

司

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

明
治
二
十
三
年
五
月
一
日

一
明
治
四
拾
五
年
四
月　

神
戸
高
等
商
業
学
校
卒
業

一
明
治
四
拾
五
年
五
月　

南
満
洲
鉄
道
株
式
会
社
入
社

一　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
社
在
職
中
外
務
省
、
農
商
務
省
ノ
嘱
託
ヲ
兼
ネ
、
大
正
五
年
九
月
ヨ
リ
大
正
九
年
一
月
ニ
至
ル
迄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
満
、
朝
鮮
仝
支
那
及
仏
領
印
度
ノ
経
済
調
査
ニ
従
フ
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一
大
正
九
年
五
月　
　
　

衆
議
院
議
員
ニ
当
選

一
大
正
拾
壱
年
壱
月　
　

財
団
法
人
國
士
館
理
事
評
議
員
ニ
推
薦
サ
レ
就
任
ス

一
大
正
拾
弐
年
六
月　
　

衆
議
院
ノ
代
表
ト
シ
テ
丁
抹
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
ニ
開
カ
レ
タ
ル
万
国
議
員
会
議
ニ
列
席
シ
欧
米
諸
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ヲ
巡
遊
ス

一
大
正
拾
参
年
六
月　
　

農
商
務
大
臣
秘
書
官
ニ
任
シ
秘
書
課
長
ヲ
命
セ
ラ
ル

一
大
正
拾
四
年
四
月　
　

商
工
大
臣
秘
書
官
ニ
任
セ
ラ
ル

一
大
正
拾
四
年
八
月　
　

商
工
大
臣
秘
書
官
ヲ
辞
ス

一
昭
和
弐
年
四
月　
　
　

大
蔵
大
臣
秘
書
官
ニ
任
セ
ラ
ル

一
昭
和
参
年
弐
月　
　
　

衆
議
院
議
員
ニ
当
選
ス

一
昭
和
四
年
七
月　
　
　

大
蔵
大
臣
秘
書
官
ヲ
辞
ス

右
ノ
通
リ
相
違
無
之
候
也

　

昭
和
五
年
参
月
拾
四
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

右　
　
　

上　
　

塚　
　
　
　

司
㊞

　
　
　

＊
１　

下
益
城
郡
杉
上
村
字
赤
見　

現
熊
本
市
南
区
城
南
町
赤
見
。
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⑥「（
杉
上
村
発
議
番
号
）

発
第
六
二
九
号
」

　
　
　
　

証　

明　

書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
県
下
益
城
郡
杉
上
村
大
字
赤
見
千
五
百
拾
壱
番
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上　
　

塚　
　

司

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

明
治
二
十
三
年
五
月
一
日
生

一　

禁
錮
以
上
ノ
刑
ニ
処
セ
ラ
レ
タ
ル
者
ニ
非
ス

三　

破
産
若
ハ
家
資
分
散
ノ
宣
告
ヲ
受
ケ
復
権
セ
ザ
ル
者
又
ハ
身
代
限
ノ
処
分
ヲ
受
ケ
債
務
ノ
弁
償
ヲ
終
ヘ
ザ
ル
者
ニ
非
ズ

四　

懲
戒
ニ
依
リ
免
職
ニ
処
セ
ラ
レ
二
箇
年
ヲ
経
過
セ
ズ
又
ハ
懲
戒
ヲ
免
除
セ
ラ
レ
タ
ル
者
ニ
非
ズ

五　

教
員
免
許
状
褫
奪
ノ
処
分
ヲ
受
ケ
又
ハ
第
七
条
ノ
規
定
ニ
依
リ
辞
職
ヲ
命
セ
ラ
レ
二
箇
年
ヲ
経
過
セ
ザ
ル
者
ニ
非
ス

六　

性
行
不
良
ト
認
ム
ル
モ
ノ
ニ
非
ズ

右
証
明
ス

　
　

昭
和
五
年
三
月
二
十
五
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
県
下
益
城
郡
杉
上
村
長
緒
方
冑
蔵
印
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⑦
　
　
　
　

財
団
法
人
國
士
館
寄
附
行
為

　
　
　
　

第
一
章　

目
的
及
事
業

第
一
条　

本
財
団
法
人
ハ
国
士
タ
ル
国
家
有
為
ノ
人
材
ヲ
養
成
ス
ル
教
育
並
ニ
其
施
設
ヲ
為
ス
ヲ
以
テ
目
的
ト
ス

第
二
条　

本
財
団
法
人
ノ
目
的
ヲ
達
成
ス
ル
タ
メ
ニ
左
ノ
事
業
ヲ
行
フ

　
　

一
、
國
士
館
専
門
學
校
及
國
士
館
実
務
學
校
ヲ
設
立
経
営
ス
ル
コ
ト

　
　

二
、
國
士
館
中
學
校
ヲ
設
立
経
営
ス
ル
コ
ト

　
　

三
、
國
士
館
商
業
學
校
ヲ
設
立
経
営
ス
ル
コ
ト

　
　

四
、
國
士
館
高
等
拓
植
學
校
ヲ
設
立
経
営
ス
ル
コ
ト

　
　

五
、
講
習
会
ノ
開
催
其
他
本
財
団
法
人
ノ
目
的
ヲ
達
ス
ル
ニ
必
要
ナ
ル
事
業
ヲ
行
フ

　
　
　
　

第
二
章　

名
称
及
事
務
所

第
三
条　

本
財
団
法
人
ハ
財
団
法
人
國
士
館
ト
称
ス

第
四
条　

本
財
団
法
人
ノ
事
務
所
ハ
東
京
府
荏
原
郡
世
田
谷
町
字
世
田
谷
千
六
番
地
ニ
置
ク

　
　
　
　

第
三
章　

資
産
及
会
計
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第
五
条　

本
財
団
法
人
ノ
資
産
ハ
左
ノ
各
号
ヲ
以
テ
組
成
ス

　
　

一
、
設
立
当
初
ニ
於
ケ
ル
柴
田
德
次
郎
、
侯
爵
小
村
欣
一
ヨ
リ
寄
附
シ
タ
ル
不
動
産
及
基
金
（
別
紙
目
録
ノ
通
）

　
　

二
、
學
校
及
其
他
ノ
収
入
金

　
　

三
、
寄
附
ヲ
受
ケ
タ
ル
金
品

第
六
条　

資
産
ハ
之
ヲ
分
ケ
テ
基
本
財
産
及
普
通
財
産
ノ
二
ト
ス
、
基
本
財
産
ハ
左
記
ノ
基
金
ヲ
以
テ
之
ニ
充
ツ

　
　

一
、
國
士
館
専
門
學
校
基
金
拾
五
万
円

　
　

二
、
國
士
館
中
學
校
基
金
参
万
円

　
　
　
　
　

但
シ
大
正
十
四
年
ヨ
リ
向
フ
五
ヶ
年
内
ニ
五
万
円
ニ
達
セ
シ
ム

　
　

三
、
國
士
館
商
業
學
校
基
金
参
万
円

　
　
　
　
　

但
シ
大
正
十
五
年
ヨ
リ
向
フ
十
ヶ
年
内
ニ
積
立
ツ
ル
モ
ノ
ト
ス

　
　

四
、
其
他
ノ
基
金

　
　
　
　

普
通
財
産
ハ
資
産
総
額
ヨ
リ
基
本
財
産
ヲ
控
除
セ
ル
残
額
金全

部
ト
ス

第
七
条　

基
本
財
産
ハ
現
金
又
ハ
有
価
証
券
ト
シ
テ
郵
便
官
署
又
ハ
確
実
ナ
ル
銀
行
或
ハ
信
託
会
社
ニ
預
入
シ
置
ク
モ
ノ
ト
ス

　
　
　
　

普
通
財
産
ハ
理
事
ニ
於
テ
之
ヲ
適
当
ニ
管
理
ス

第
八
条　

本
財
団
法
人
ノ
経
常
費
ハ
左
ノ
収
入
ヲ
以
テ
支
弁
ス
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一
、
柴
田
德
次
郎
ノ
本
財
団
法
人
設
立
後
向
フ
十
ヶ
年
間
年
額
壱
万
円
宛
ノ
寄
附
金

　
　

二
、
基
本
財
産
ヨ
リ
ノ
果
実

　
　

三
、
學
校
及
其
他
ノ
諸
収
入

　
　
　
　

臨
時
費
ハ
総
テ
寄
附
金
ヲ
以
テ
之
ニ
充
ツ

第
九
条　

本
財
団
法
人
ノ
会
計
年
度
ハ
毎
年
四
月
一
日
ニ
始
マ
リ
翌
年
三
月
三
十
一
日
ニ
終
ル

　
　
　
　

第
四
章　

役
員
及
顧
問

第
十
条　

本
財
団
法
人
ニ
左
ノ
役
員
ヲ
置
ク

　
　
　
　

理
事
五
名
乃
至
七
名

　
　
　
　

監
事
二
名
乃
至
三
名

　
　
　
　

評
議
委
員
二
十
名
乃
至
三
十
名

第
十
一
条　

理
事
ハ
理
事
会
ヲ
組
織
シ
其
合
議
ヲ
以
テ
本
財
団
法
人
ノ
事
務
ヲ
執
行
ス

　
　
　

但
シ
理
事
ノ
互
選
ヲ
以
テ
分
担
事
務
ヲ
定
ム
ル
コ
ト
ヲ
得

第
十
二
条　

理
事
ハ
評
議
委
員
中
ヨ
リ
評
議
委
員
会
ニ
於
テ
之
ヲ
選
任
シ
其
任
期
ヲ
四
年
ト
ス

第
十
三
条　

監
事
ハ
民
法
第
五
十
九
条
ノ
職
務
ヲ
行
フ
モ
ノ
ト
ス

第
十
四
条　

監
事
ハ
評
議
委
員
中
ヨ
リ
評
議
委
員
会
ニ
於
テ
之
ヲ
選
任
シ
其
任
期
ヲ
三
年
ト
ス
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第
十
五
条　

評
議
委
員
ハ
評
議
委
員
会
ヲ
組
織
シ
理
事
及
監
事
ノ
選
任
及
理
事
会
ノ
諮
問
ニ
応
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

第
十
六
条　

評
議
委
員
ハ
本
財
団
法
人
ノ
功
労
者
中
ヨ
リ
理
事
会
ニ
於
テ
推
薦
シ
其
任
期
ヲ
五
年
ト
ス

第
十
七
条　

役
員
ニ
欠
員
ヲ
生
ジ
タ
ル
ト
キ
ハ
補
欠
選
挙
又
ハ
推
薦
ヲ
ナ
ス
、
此
場
合
ニ
於
ケ
ル
任
期
ハ
前
任
者
ノ
残
任
期
間

　
　
　
　
　

ト
ス

　
　
　
　
　

役
員
ノ
任
期
満
了
ス
ト
雖
、
後
任
者
ノ
就
任
ス
ル
迄
ハ
仍
其
ノ
職
務
ヲ
行
フ
モ
ノ
ト
ス

第
十
八
条　

本
財
団
法
人
ニ
顧
問
若
干
名
ヲ
置
ク

　
　
　
　
　

顧
問
ノ
任
期
ハ
終
身
ト
ス

第
十
九
条　

顧
問
ハ
理
事
会
又
ハ
評
議
委
員
会
ニ
於
テ
必
要
ト
認
ム
ル
重
要
事
項
ノ
諮
問
ニ
応
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

第
二
十
条　

顧
問
ハ
本
財
団
法
人
ニ
特
ニ
功
労
ア
ル
知
名
ノ
士
ヲ
理
事
会
ニ
於
テ
之
ヲ
推
挙
ス

　
　
　
　

第
五
章　

理
事
会
及
評
議
委
員
会

第
二
十
一
条　

理
事
会
ハ
随
時
之
ヲ
開
ク

第
二
十
二
条　

理
事
会
ハ
理
事
過
半
数
出
席
ス
ル
ニ
ア
ラ
サ
レ
バ
開
会
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ス

第
二
十
三
条　

評
議
委
員
ハ
理
事
会
ノ
議
ニ
依
リ
之
ヲ
開
ク

　
　
　
　

但
シ
毎
年
一
回
ハ
必
ズ
開
会
ス
ル
コ
ト
ヲ
要
ス

第
二
十
四
条　

評
議
委
員
会
ハ
十
名
以
上
出
席
ス
ル
ニ
ア
ラ
サ
レ
バ
開
会
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ス



国士舘史関係資料の翻刻並びに補註　第四巻

101

第
二
十
五
条　

理
事
会
及
評
議
委
員
会
ノ
議
長
ハ
其
ノ
都
度
各
会
ノ
互
選
ヲ
以
テ
之
ヲ
定
ム

第
二
十
六
条　

理
事
会
及
評
議
委
員
会
ノ
決
議
ハ
各
其
ノ
出
席
者
ノ
過
半
数
ヲ
以
テ
決
ス
可
否
同
数
ナ
ル
ト
キ
ハ
各
議
長
ノ
決

　
　
　
　
　
　

ス
ル
所
ニ
従
フ

　
　
　
　

第
六
章　

補
則

第
二
十
七
条　

本
寄
附
行
為
ニ
規
定
ナ
キ
事
項
ハ
民
法
ノ
規
定
ニ
依
ル

第
二
十
八
条　

本
寄
附
行
為
ハ
理
事
会
ノ
議
ヲ
経
、
評
議
委
員
過
半
数
ノ
同
意
ニ
ヨ
リ
主
務
官
庁
ノ
認
可
ヲ
得
テ
之
ヲ
変
更
ス

　
　
　
　
　
　

ル
コ
ト
ヲ
得

　
　

大
正
八
年
十
一
月
六
日

　
　
　
　
　
　

財
団
法
人
國
士
館
設
立
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

柴
田
德
次
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
村
欣
一

⑧
　
　
　
　

寄
附
財
産
目
録

一
、
東
京
府
荏
原
郡
世
田
谷
町
字
世
田
谷
壱
千
六
番
地　

所
在
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本
家

　
　

木
造
天
然
ス
レ
ー
ト
葺
平
家
（
講
堂
）
壱
棟

　
　
　
　
　

此
建
坪
九
拾
坪
七
勺

　
　
　
　
　

此
見
積
価
格
金
弐
万
五
千
円

一
、
仝
所
壱
千
参
番
地
壱
千
番
地　

所
在

　
　
　

附
属
第
一
号

　
　

木
造
瓦
葺
二
階
建
（
本
部
）　

壱
棟

　
　
　
　

此
建
坪
四
拾
九
坪

　
　
　
　
　

二
階
坪
弐
拾
七
坪
五
合

　
　
　
　

此
見
積
価
格
金
壱
万
円

一
、
仝
所
壱
千
参
番
地
壱
千
五
番
地
ノ
四　

所
在

　
　

附
属
第
二
号

　
　

木
造
瓦
葺
弐
階
建
（
寄
宿
舎
）
壱
棟

　
　
　
　

此
建
坪
五
拾
七
坪
四
合
弐
勺

　
　
　
　
　

二
階
坪
弐
拾
五
坪
六
合
七
勺
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此
見
積
価
格
金
壱
万
千
円

一
、
仝
所
壱
千
五
番
地
ノ
参　

所
在

　
　
　

附
属
第
三
号

　
　
　

木
造
瓦
葺
平
家
（
道
場
）
壱
棟

　
　
　
　

此
建
坪
七
拾
壱
坪

　
　
　
　

此
見
積
価
格
金
八
千
円

一
、
仝
所
壱
千
五
番
地
ノ
壱　

所
在

　
　
　

附
属
第
四
号

　
　

木
造
瓦
葺
平
家
（
平
家
）　

壱
棟

　
　
　
　

此
建
坪
八
坪

　
　
　
　

此
見
積
価
格
金
六
百
円

一
、
仝
所
壱
千
五
番
地
ノ
参　

所
在

　
　
　
　

屋
形
流
付
掘
井
戸　
　

壱
個

　
　
　
　

此
見
積
価
格
金
参
百
円

一
、
仝
所
壱
千
五
番
地
ノ
四　

所
在
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屋
形
流
付
堀
井
戸　
　
　

壱
個

　
　
　
　

此
見
積
価
格
金
参
百
円

　
　
　

見
積
価
格
合
計
金
五
万
九
千
弐
百
円
也

一
、
館
宅　

六
棟

一
、
基
金
参
万
円
也

　
　
　
　
　

以
上

⑨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
財
団
現
在
役
員
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

顧　

問　
　
　
　

頭
山　
　

満

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

理　

事　
　
　
　

柴
田
德
次
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　
　

侯
爵　

小
村　

欣
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　
　
　
　
　

上
塚　
　

司

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　
　
　
　
　

山
田　

弟（
悌
）一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　
　
　
　
　

花
田　

半
助
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監　

事　
　
　
　

森　
　

俊
藏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　
　
　
　
　

頭
山　

立
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　
　
　
　
　

山
崎
源
二
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

評
議
員　
　
　
　

柴
田
德
次
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　
　

侯
爵　

小
村　

欣
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　
　
　
　
　

渡
邉　

海
旭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　
　
　
　
　

末
永　

一
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　
　
　
　
　

飯
田
延
太
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　
　
　
　
　

松
野　

鶴
平

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　
　
　
　
　

上
塚　
　

司

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　
　
　
　
　

山
田　

弟（
悌
）一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　
　
　
　
　

井
上
敬
次
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　
　
　
　
　

濱
地　

八
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　
　
　
　
　

山
崎
源
二
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　
　
　
　
　

頭
山　

立
助
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同　
　
　
　
　
　

眞
藤　

義
丸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　
　
　
　
　

森　
　

俊
藏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　
　
　
　
　

花
田　

半
助

⑩
　
　
　
　

財
産
目
録

動
産
之
部　
　
　
　
　
　

種
　

別

金　
　

額

備　
　

考

基

本

金

三
〇
、〇
〇
〇
〇
〇

中
學
校
基
本
金

預
　

金

一
〇
、六
三
三
〇
〇

諸

設

備

四
、〇
五
〇
〇
〇

電
灯
電
話
其
他
諸
設
備

自

動

車

一
、九
五
〇
〇
〇

シ
ボ
レ
ー
七
人
乗
壱
台

備
品
及
什
器

九
、一
三
五
九
三

図
　

書

三
、五
九
二
六
四

預
　

金

三
〇
〇
、九
一
二
〇
〇

國
士
館
専
門
學
校
基
本
金
及
建
築
資
金

合
　

計

三
六
〇
、二
七
四
一
一
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不
動
産
之
部　
　
　
　
　
　

種　

別

金　
　

額

備　
　

考

土
地
、
校
地

二
三
一
、八
四
五
六
〇

毛
利
家
ヨ
リ
購
入

同
学
校
用
墓
地

二
一
九
五
〇

建
物
、
講
堂

二
七
、〇
二
一
〇
〇

木
造
天
然
ス
レ
ー
ト
葺
建
坪
九
拾
坪
七
合

同
、
本
部

一
六
、七
三
一
〇
〇

木
造
二
階
建
瓦
葺
建
坪
階
上
弐
拾
七
坪
階
下
四
拾
九
坪
五
合

同
、
寄
宿
舎
第
壱
号

一
三
、七
〇
九
八
五

右
同
、
階
上
弐
拾
五
坪
六
七
階
下
五
拾
弐
坪
二
三

同
、
剣
道
場

一
二
、一
五
〇
〇
〇

右
同
、
平
家
建
建
坪
八
拾
壱
坪

同
、
寄
宿
舎
第
弐
号

二
五
、六
五
〇
〇
〇

右
同
、
二
階
建
建
坪
延
数
百
七
拾
壱
坪

同
、
中
學
校
々
舎

四
四
、一
四
九
〇
〇

右
同
、
坪
数
四
百
弐
坪
五
合

同
、
柔
道
場

　
　

雨
天
体
操
場

八
、四
六
三
〇
〇

木
造
人
造
ス
レ
ー
ト
葺
平
家
建
建
坪
百
拾
参
坪
七
五

同
、
兵
器
庫

一
、二
〇
〇
〇
〇

右
同
、
ト
タ
ン
葺
平
家
建
建
坪
拾
弐
坪

同
、
物　

置

九
六
〇
〇
〇

木
造
平
家
八
坪

同
、
館
宅
七
棟

二
八
、九
八
七
五
〇

木
造
瓦
葺
総
坪
数
百
七
拾
七
坪
七
五

井
戸
、
四
箇

二
、一
〇
〇
〇
〇

立　

木

三
、一
三
一
五
〇

其　

他

二
、八
一
二
五
〇

石
門
二
個
便
所
等

合　

計

四
一
九
、一
三
一
四
五

総　

計

七
七
九
、四
〇
四
五
六

　
　
　

維
持
経
営
ノ
方
法

本
校
ハ
國
士
館
専
門
學
校
及
同
中
學
校
々
舎
ノ
一
部
ヲ
使
用
シ
、
経
常
費
ハ
授
業
料
其
他
ノ
諸
料
金
及
寄
附
金
ヲ
以
テ
支
弁
ス

ル
コ
ト
ト
シ
、
不
足
ノ
場
合
ハ
財
団
法
人
ニ
於
テ
負
担
ス
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経
常
費
収
支
予
算

受
入
金　
　

九
、二
六
〇
・
〇
〇

支
出
金　
　

九
、二
六
〇
・
〇
〇

　
　
　

収
入
内
訳

　

授
業
料　
　
　

四
、二
〇
〇
・
〇
〇　

一
人
年
額
八
拾
四
円
五
拾
人
分

　

入
学
考
査
料　
　

  

二
五
〇
・
〇
〇　

一
人
五
円
五
拾
人
分

　

入
学
金　
　
　
　

  

二
五
〇
・
〇
〇　

一
人
五
円
五
拾
人
分

　

寄
附
金　
　
　

四
、五
六
〇
・
〇
〇　

拓
務
省
補
助　

三
、〇
〇
〇
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
塚
司
寄
附　

一
、五
六
〇
円

　

合
計　
　
　
　

九
、二
六
〇
・
〇
〇

　
　
　

支
出
内
訳

　

人
件
費

　
　

教
員
費　
　

五
、三
五
〇
・
〇
〇　

教
授
二
名
平
均
年
額
一
人
千
五
百

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

講
師
四
名
平
均
年
額
一
人　

六
百
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事
務
給　
　
　
　

九
六
〇
・
〇
〇　

一
人
月
額
八
拾
円

　
　

校
医
手
当　
　
　
　

五
〇
・
〇
〇

　
　

使
丁
給　
　
　
　

六
〇
〇
・
〇
〇　

一
人
月
額
五
拾
円
也

　

諸
経
費

　
　

図
書
費　
　
　
　
　
　
　
　

五
〇
〇
・
〇
〇

　
　

印
刷
費　
　
　
　
　
　
　
　

二
〇
〇
・
〇
〇

　
　

通
信
費　
　
　
　
　
　
　
　

二
〇
〇
・
〇
〇

　
　

広
告
費　
　
　
　
　
　
　
　

二
〇
〇
・
〇
〇

　
　

旅　

費　
　
　
　
　
　
　
　

五
〇
〇
・
〇
〇

　
　

雑　

費　
　
　
　
　
　
　
　

五
〇
〇
・
〇
〇

　
　

予
備
費　
　
　
　
　
　
　
　

二
〇
〇
・
〇
〇

　

合
計　
　
　
　
　
　
　
　

  

九
、二
六
〇
・
〇
〇

⑪
　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　

意　
　

書
（
写
）



国士舘史研究年報 2012　楓

110

本
財
団
法
人
ノ
寄
附
行
為
ヲ
國
士
館
高
等
拓
植
學
校
ヲ
設
立
ス
ル
為
ニ
、
別
紙
ノ
通
リ
変
更
ス
ル
ノ
件
ヲ
評
議
員
ニ
諮
リ
、
左

ノ
通
リ
同
意
ヲ
得
タ
リ

　

昭
和
五
年
四
月
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

財
団
法
人　

國　

士　

館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

理　

事　
　

柴
田　

德
次
郎

⑫
　
　
　
　
　
　
　

同　
　

意　
　

書
（
写
）

別
紙
寄
附
行
為
改
正
案
ニ
同
意
ス

　

昭
和
五
年
四
月
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

柴
田
德
次
郎
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

侯
爵　

小
村　

欣
一　

〃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

渡
邉　

海
旭　

〃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

末
永　

一
三　

〃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
野　

鶴
平　

〃
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上　

塚　

司　

〃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
田　

悌
一　

〃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

頭
山　

立
助　

〃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

眞
藤　

義
丸　

〃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
崎
源
二
郎　

〃

（
國
士
館
専
門
學
校
建
築
工
事
設
計
平
面
図　

略
）

　
　
　

教
室
其
他
各
室
配
当
表

  

種
別

室
数

各
室
坪
数

坪
数
合
計

普
通
教
室

大　

二

四
〇

　

八
〇

同

　

小　

九

二
五
二
〇

一
九
五

職
員
室

　
　

二

二
五
一
〇

　

三
五

事
務
室

　
　

一

二
〇

　

二
〇

図
書
室

　
　

一

二
〇

　

二
〇

同
閲
覧
室

　
　

一

四
八

　

四
八

応
接
室

　
　

一

一
九

　

一
九

宿
直
室

　
　

一

一
〇

　

一
〇

大
教
室

　
　

一

六
四

　

六
四

講

堂

　
　

一

八
七

　

八
七

計

　

二
〇

五
八
七
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二　

昭
和
五
年
五
月　

國
士
館
実
務
學
校
拓
植
科
ヲ
國
士
館
高
等
拓
植
學
校
へ
改
称
ノ
件
ニ
付
書
簡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
渋
沢
史
料
館
所
蔵
）

謹
啓
陽
春
の
佳
候
益
御
清
適
奉
慶
賀
候

陳
者
昨
年
十
二
月
五
日
辱
く
も
、
東
久
邇
宮
殿
下
御
台
臨
の
光
栄
に
浴
し
殊
に
学
生
並
に
維
持
委
員
に
対
し
優
渥
な
る
御
令
旨

を
賜
り
候
事
は
國
士
館
設
立
の
趣
旨
に
鑑
み
寔
に
感
激
措
く
能
は
ざ
る
所
に
有
之
、
爾
来
吾
々
理
事
者
は
勿
論
学
生
一
同
御
令

旨
の
御
趣
旨
を
体
し
精
進
努
力
罷
在
り
以
御
蔭
予
て
御
高
配
を
仰
居
候
、
専
門
學
校
新
校
舎
も
八
分
通
り
出
来
仕
候
、
既
に
新

学
期
よ
り
新
校
舎
に
於
て
授
業
を
開
始
し
一
部
を
臨
時
寄
宿
舎
に
利
用
し
、
毎
朝
五
時
起
床
所
定
の
学
科
、
課
業
に
励
み
居
候
、

幸
ひ
本
校
創
設
の
趣
旨
年
一
年
全
国
に
徹
底
せ
る
為
か
、
未
だ
開
校
一
年
な
る
に
本
年
は
百
名
の
生
徒
募
集
に
対
し
二
倍
以
上

の
応
募
者
有
之
候
様
の
次
第
に
て
、
将
来
必
ず
予
期
の
成
果
を
挙
げ
御
期
待
に
辜
負
せ
ざ
る
確
信
を
得
候
次
第
に
御
座
候

尚
前
年
御
承
認
を
賜
り
候
実
務
學
校
拓
植
科
に
就
て
は
、
其
後
幸
に
も
上
塚
理
事
の
努
力
に
依
り
ブ
ラ
ジ
ル
に
移
住
地
新
設
を

見
候
を
機
会
に
、
國
士
館
高
等
拓
植
學
校
と
改
称
致
し
内
容
に
も
刷
新
を
加
へ
、
去
る
四
月
十
一
日
午
後
二
時
工
業
倶
楽
部
に

於
け
る
維
持
委
員
会
に
於
て
改
め
て
御
承
認
を
得
、
所
定
の
手
続
を
経
て
東
京
府
並
に
文
部
省
に
申
請
致
候
処
、
同
十
二
日
認

可
の
指
令
に
接
し
、
同
時
に
校
長
に
上
塚
理
事
新
任
の
儀
も
認
可
有
之
候
間
、
是
亦
御
諒
承
被
下
度
、
不
取
敢
別
紙
規
則
書
其

他
参
考
書
類
相
添
へ
御
送
附
申
上
候
に
付
、
御
高
覧
の
上
今
後
共
何
分
宜
敷
御
高
配
賜
り
度
、
以
上
御
報
告
旁
得
貴
意
候
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敬
具

　

昭
和
五
年
五
月
十
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

財
団
法
人
國
士
館
理
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

柴　

田　

德　

次　

郎

　

渋
澤
栄
一
殿

三　

昭
和
六
年
八
月　

國
士
館
高
拓
便
り
（『
ア
マ
ゾ
ニ
ア
産
業
研
究
所
月
報
』
第
一
号
）

　
　
　

國
士
館
高
拓
便
り　

　

◇
國
士
館
高
等
拓
植
學
校
は
ア
マ
ゾ
ニ
ア
開
発
を
目
的
と
し
て
生
ま
れ
、
世
界
に
誇
り
得
る
組
織
を
有
す
る
移
植
民
教
育
機

関
で
あ
る
。
本
校
の
特
色
と
す
る
所
は
移
住
目
的
地
の
確
定

8

8

8

8

8

8

8

8

、
及
移
住
地
の
分
校
と
も
称
す
べ
き
実
業
練
習
所
と
完
全
に
連
絡

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

せ
る
こ
と
で
あ
り
、
更
に
入
学
資
格
を
中
等
諸
学
校
卒
業
以
上
に
限
定
せ
る
こ
と
も
特
色
の
一
で
あ
る
。
斯
く
て
我
が
国
の
有

す
る
唯
一
無
二
の
実
際
的
な
完
備
せ
る
移
植
民
教
育
機
関
と
称
し
得
る
次
第
で
あ
る
。

　

◇
昨
年
四
月
開
校
し
た
許
り
で
は
あ
る
が
、
最
初
よ
り
志
望
者
多
く
入
学
難
の
景
況
を
示
し
、
選
ば
れ
た
る
第
一
回
生
は
去
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る
四
月
雄
々
し
く
ア
マ
ゾ
ニ
ア
開
発
の
熱
意
に
燃
へ
て
パ
リ
ン
チ
ン
ス
に
向
つ
た
の
で
あ
る
。

　

本
年
度
入
学
希
望
者
は
上
塚
校
長
の
帰
朝
に
刺
戟
さ
れ
て
か
全
く
殺
到
の
有
様
で
あ
つ
た
が
其
の
中
よ
り
厳
選
に
厳
選
を
加

へ
て
漸
く
八
十
名
を
入
学
せ
し
め
た
。
齢
三
十
を
超
し
た
中
老
も
居
れ
ば
大
学
出
身
の
学
士
二
名
の
外
専
門
学
校
出
身
者
に
至

る
ま
で
種
々
雑
多
な
経
歴
の
青
年
が
毎
日
鍬
に
親
し
み
、
肥
桶
を
担
ひ
つ
ゝ
勉
学
し
て
ゐ
る
。

　

◇
本
校
は
亦
規
律
の
厳
格
な
る
点
に
於
て
有
名
で
あ
る
。
学
生
は
全
部
寄
宿
舎
に
収
容
し
、
一
切
酒
禁
禁
煙
を
励
行
し
、
頭

髪
を
延
す
こ
と
を
許
さ
な
い
。
或
る
点
に
於
て
は
軍
隊
よ
り
も
一
層
厳
正
で
あ
る
。

　

学
生
は
午
前
五
時
に
起
床
し
武
道
の
練
習
に
よ
り
て
身
体
を
鍛
へ
、
校
内
一
切
を
掃
除
し
て
八
時
よ
り
授
業
を
受
け
午
後
放

課
後
は
農
場
に
出
て
実
習
に
従
事
す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
た
め
に
身
体
が
非
常
に
丈
夫
と
な
り
入
学
以
来
僅
に
二
ケ
月
に
し

て
平
均
一
貫
匁
の
体
重
増
加
を
来
し
、
学
生
自
身
不
思
議
が
る
程
健
康
体
と
な
り
つ
ゝ
あ
る
。

　

◇
學
校
に
は
一
人
の
小
使
、
一
人
の
事
務
員
が
居
な
い
、
教
授
と
学
生
と
が
一
体
と
な
つ
て
働
く
の
で
あ
る
。
本
校
に
は
夏

休
暇
が
な
い
。他
の
学
校
の
学
生
達
が
二
ケ
月
も
休
暇
し
て
ゐ
る
時
本
校
学
生
は
炎
天
下
に
労
働
し
つ
ゝ
夏
を
過
す
の
で
あ
る
。

大
ア
マ
ゾ
ニ
ア
開
発
の
先
駆
者
は
斯
く
し
て
養
成
さ
れ
つ
ゝ
あ
る
。

　

◇
高
拓
第
一
回
卒
業
生
渡
伯
に
当
り
、
久
留
米
日
本
足
袋
株
式
会
社
長
石
橋
正
二
郎
氏
よ
り
は
運
動
靴
並
地
下
足
袋
各
百
数

十
足
を　

東
京
豊
川
順
彌
氏
よ
り
は
写
真
機
を
、
又
ア
マ
ゾ
ン
興
業
会
社
長
澤
柳
氏
よ
り
は
蓄
音
機
を
夫
々
御
寄
贈
に
預
り
茲

に
謹
で
謝
意
を
表
す
。
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◇
本
号
所
載
の
「
ア
マ
ゾ
ニ
ア
産
業
研
究
所＊

１

の
歌
」
及
次
号
に
掲
出
す
べ
き
「
門
出
の
歌
」
の
作
曲
は
陸
軍
戸
山
学
校
軍
楽

長
の
厚
意
に
よ
り
同
校
軍
楽
隊
員
中
よ
り
募
集
し
、
其
の
最
も
優
秀
な
る
も
の
を
選
択
せ
ら
れ
た
る
も
の
に
し
て
、
本
歌
の
性

質
上
ブ
ラ
ジ
ル
其
の
他
海
外
の
各
地
に
於
て
歌
は
る
ゝ
に
相
応
は
し
き
や
う
作
曲
せ
ら
れ
た
る
も
の
で
あ
る
。
や
が
て
ア
マ
ゾ

ン
の
原
始
林
に
於
て
実
業
練
習
生
の
唱
ふ
此
の
歌
は
万
里
の
波
濤
を
越
へ
て
眠
れ
る
祖
国
の
民
心
を
乱
打
す
る
警
鐘
と
な
り
、

國
士
館
学
園
高
拓
生
が
謡
ふ
此
の
歌
は
、
一
万
七
千
哩
の
彼
方
に
奮
闘
精
進
し
つ
ゝ
あ
る
我
が
同
胞
の
胸
を
波
打
た
す
で
あ
ら

う
。

　

◇
赤
道
直
下
に
於
け
る
先
輩
諸
兄
の
努
力
は
、
常
に
後
進
高
拓
生
を
自
戒
し
、
激
励
し
、
鞭　

し
て
居
る
。
新
天
地
建
設
の

戦
士
た
り
新
文
明
樹
立
の
志
士
た
る
求
め
て
都
門
を
去
る
の
時
、
独
り
本
校
の
学
生
は
、
國
士
館
に
開
か
る
ゝ
文
武
講
習
会
に

参
加
し
又
移
植
民
講
習
会
に
勉
励
し
其
の
余
暇
に
於
て
は
、
農
園
の
手
入
れ
、
下
水
工
事
の
完
成
等
、
大
地
の
上
に
立
ち
熱
汗

を
奮
つ
て
暑
熱
と
戦
ひ
つ
ゝ
あ
る
。
勇
ま
し
き
是
等
健
男
児
の
上
に
栄
光
あ
れ
。

　
　
　

＊
１　

ア
マ
ゾ
ニ
ア
産
業
研
究
所　

ア
マ
ゾ
ニ
ア
産
業
研
究
所
並
同
附
属
実
業
練
習
所
は
、
昭
和
六
年
一
〇
月
、
上
塚

　
　
　
　

司
を
中
心
に
ブ
ラ
ジ
ル
の
ア
マ
ゾ
ナ
ス
州
に
設
け
た
入
植
地
ヴ
ィ
ラ
・
ア
マ
ゾ
ニ
ア
に
創
設
さ
れ
た
。
目
的
は
「
一

　
　
　
　

は
以
て
ア
マ
ゾ
ニ
ア
人
文
発
展
の
基
礎
的
機
関
た
ら
し
め
、
他
は
以
て
ア
マ
ゾ
ニ
ア
開
発
の
指
導
的
人
材
養
成
の
機

　
　
　
　

関
た
ら
し
め
ん
事
」（『
ア
マ
ゾ
ニ
ア
産
業
研
究
所
月
報
』
創
刊
号
）。
そ
れ
を
達
成
す
る
た
め
の
事
業
は
、
ア
マ
ゾ
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ン
に
お
け
る
農
林
水
産
、
地
質
、
保
健
衛
生
、
気
象
そ
の
他
の
調
査
研
究
、
農
産
物
の
試
作
栽
培
、
実
業
練
習
所
の

　
　
　
　

経
営
、
各
種
調
査
報
告
並
月
報
の
発
行
な
ど
で
あ
っ
た
。
背
景
に
は
、
日
本
政
府
の
ブ
ラ
ジ
ル
へ
の
移
民
保
護
奨
励

　
　
　
　

策
が
あ
っ
た
。
な
お
、
本
項
冒
頭
に
あ
る
よ
う
に
、「
國
士
館
高
等
拓
植
學
校
は
ア
マ
ゾ
ニ
ア
開
発
を
目
的
と
し
て

　
　
　
　

生
ま
れ
、
世
界
に
誇
り
得
る
組
織
を
有
す
る
移
植
民
教
育
機
関
で
あ
る
。
本
校
の
特
色
と
す
る
所
は
移
住
目
的
地
の

8

8

8

8

8

8

　
　
　
　

確
定
8

8

、
及
移
住
地
の
分
校
と
も
称
す
べ
き
実
業
練
習
所
と
完
全
に
連
絡
せ
る
」
機
関
で
あ
っ
た
。

四　

昭
和
七
年
一
月　

國
士
館
高
等
拓
植
學
校
学
則
及
定
員
改
正

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（『
ア
マ
ゾ
ニ
ア
産
業
研
究
所
月
報
』
第
二
年
第
一
号
）

　
　

國
士
館
高
等
拓
植
學
校
学
則
及
定
員
改
正

　

今
般
本
校
学
則
及
定
員
を
改
正
し
、来
年
度
よ
り
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
主
要
点
は
左
の
通
り
で
あ
り
ま
す
。

　

一
、
入
学
資
格　

中
学
卒
業
程
度
を
中
学
四
年
修
了
程
度
に
し
ま
し
た
。
元
来
本
校
は
学
問
と
か
理
論
の
人
よ
り
も
植
民
指

導
者
た
る
実
際
的
人
物
の
養
成
を
目
的
と
す
る
か
ら
入
学
資
格
は
必
ず
し
も
中
学
卒
業
者
た
る
を
要
せ
ず
と
認
め
且
海
外
発
展
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を
熱
望
す
る
青
年
を
成
る
べ
く
早
く
渡
航
せ
し
む
る
趣
旨
で
改
正
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。

　

二
、
学
生
定
員　

定
員
五
十
名
を
二
百
名
と
し
ま
し
た
。
将
来
ブ
ラ
ジ
ル
国
に
お
け
る
日
本
人
植
民
地
に
入
植
す
べ
き
移
植

民
数
に
応
じ
て
そ
の
指
導
者
を
養
成
せ
ね
ば
な
り
ま
せ
ぬ
。
仍
て
定
員
を
二
百
名
に
変
更
し
て
毎
年
そ
の
範
囲
に
於
て
学
生
の

募
集
人
員
を
定
め
ま
す
。
本
年
度
学
生
は
百
名
募
集
し
ま
し
た
。

　

三
、
実
習
作
業　

学
科
課
程
に
実
習
作
業
一
週
二
十
四
時
間
を
追
加
し
ま
し
た
。
尤
も
実
習
作
業
は
従
来
学
則
中
に
規
定
さ

れ
て
ゐ
な
か
つ
た
が
毎
日
放
課
後
約
三
時
間
宛
の
農
業
実
習
を
行
は
し
め
て
お
り
ま
し
た
。
元
来
実
習
作
業
は
農
学
理
論
の
応

用
で
あ
り
、
将
来
実
際
的
植
民
指
導
者
た
る
に
は
毎
日
相
当
時
間
該
実
習
作
業
体
験
は
是
非
必
要
で
あ
り
ま
す
。

　

四
、
其
の
他　

実
業
練
習
所
の
規
定
に
も
幾
分
変
更
を
加
へ
ま
し
た
が
、
其
の
詳
細
は
御
申
込
み
に
よ
り
改
正
学
則
を
御
送

附
申
上
げ
ま
す
。

　

来
年
度
試
験
期
日

　

東
京
、
神
戸　

三
月
二
十
八
九
両
日

　

熊
本　
　
　
　

三
月
三
十
一
日
、
四
月
一
日
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五　

昭
和
七
年
九
月　

國
士
館
専
門
學
校
教
員
無
試
験
検
定
許
可
申
請
書
（
国
立
公
文
書
館
所
蔵
）

（
表
紙
）

「　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

昭
和
七
年
九
月
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

申
学
一
〇
、六
三
五
号

　
　
　
　
　
　

師
範
学
校
中
学
校
高
等
女
学
校

　
　
　
　
　
　

教
員
無
試
験
検
定
許
可
申
請

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

國
士
館
専
門
學
校　
　
　

」

　
　
　

昭
和
七
年
九
月
十
五
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

國
士
館
専
門
學
校
設
立
者
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財
団
法
人
國
士
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

理　
　

事　
　

柴　

田　

德　

次　

郎
印

　
　

文　

部　

大　

臣

　
　
　
　

鳩　

山　

一　

郎　

殿

　
　
　

師
範
学
校
中
学
校
高
等
女
学
校
教
員
無
試
験
検
定
許
可
申
請

本
校
ハ
現
時
教
育
界
ノ
風
潮
ニ
鑑
ミ
剛
健
ナ
ル
身
神
ヲ
有
シ
国
家
的
自
覚
ア
ル
中
等
教
員
養
成
ノ
緊
要
ナ
ル
ヲ
痛
感
シ
、
此
ノ

根
底
ノ
下
ニ
将
来
武
道
ヲ
主
ト
シ
国
語
漢
文
科
中
等
教
員
タ
ラ
ン
ト
ス
ル
モ
ノ
ノ
為
メ
、
武
道
ヲ
鍛
錬
シ
兼
テ
国
語
漢
文
ニ
関

シ
高
等
ノ
学
術
ヲ
修
メ
シ
ム
ル
目
的
ヲ
以
テ
、
特
ニ
昭
和
四
年
三
月
十
二
日
創
設
セ
ル
モ
ノ
ニ
有
之
、
爾
来
創
設
当
初
ノ
趣
旨

ニ
則
リ
内
容
ノ
充
実
整
備
校
風
ノ
作
興
ニ
深
甚
ナ
ル
注
意
ヲ
払
ヒ
優
良
教
師
ノ
招
聘
ト
設
備
完
成
ニ
鋭
意
ス
ル
ト
共
ニ
、
一
面

学
生
ノ
入
学
ニ
関
シ
テ
ハ
極
メ
テ
厳
密
ナ
ル
考
査
ヲ
以
テ
先
ヅ
素
質
ノ
優
秀
ナ
ル
モ
ノ
ヲ
選
抜
シ
、
更
ニ
教
職
員
亦
不
断
ノ
努

力
精
進
ニ
依
テ
其
教
授
訓
育
ニ
当
リ
タ
ル
結
果
、
現
在
学
生
ノ
成
績
ハ
品
性
学
力
並
ニ
体
格
共
ニ
概
ネ
所
期
ノ
成
果
ヲ
収
メ
タ

ル
モ
ノ
ト
信
セ
ラ
レ
、
従
テ
本
校
卒
業
後
ハ
中
等
教
員
ト
シ
テ
充
分
其
資
格
ヲ
具
備
シ
且
又
将
来
ニ
於
テ
モ
倍
々
優
良
ナ
ル
卒

業
生
ヲ
出
シ
以
テ
本
校
創
設
ノ
期
待
ニ
副
ヒ
得
ル
コ
ト
ト
存
セ
ラ
レ
候
ニ
就
テ
ハ
、
此
際
特
別
ノ
御
詮
議
ニ
依
リ
、
明
八
年
三

月
以
降
ノ
本
科
卒
業
生
ニ
対
シ
規
定
ニ
依
リ
師
範
学
校
中
学
校
、
高
等
女
学
校
教
員
無
試
験
検
定
御
許
可
相
成
度
、
別
紙
必
要

書
類
相
添
ヘ
此
段
申
請
仕
候
。
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國
士
館
専
門
學
校
沿
革

大
正
六
年
十
一
月
四
日
東
京
市
麻
布
区
笄
町
一
八
二
大
民
団
事
務
所
内
ニ
夜
学
塾
ヲ
開
キ
毎
日
二
時
間
乃
至
四
時
間
政
治
、
経

済
、
社
会
、
宗
教
、
哲
学
、
武
道
、
外
国
語
等
ノ
科
目
ヲ
教
授
ス
、
時
勢
ノ
要
求
ハ
日
ヲ
経
ル
ニ
従
ヒ
聴
講
者
ノ
数
ヲ
増
シ
教

室
ノ
狭
隘
ヲ
告
ク
ル
ニ
至
リ
、
且
ツ
社
会
的
風
潮
ハ
益
危
道
ニ
偏
セ
ン
ト
ス
ル
ヨ
リ
、
同
志
奮
起
シ
國
士
館
ノ
移
設
ヲ
計
画
シ

地
ヲ
市
外
世
田
谷
町
松
蔭
神
社
畔
ニ
相
シ
、
大
正
八
年
二
月
工
ヲ
起
シ
九
月
講
堂
、
道
場
、
寄
宿
舎
、
本
部
等
ノ
工
成
リ
、
同

時
ニ
財
団
法
人
ノ
組
織
ト
ナ
シ
館
規
ヲ
制
定
シ
同
年
十
一
月
英
才
教
育
ヲ
旗
幟
ト
シ
広
ク
学
生
ヲ
募
集
シ
開
黌
ス
、
爾
来
此
ノ

趣
旨
ノ
下
ニ
中
學
校
、
商
業
學
校
ヲ
設
立
経
営
シ
来
リ
タ
ル
カ
、
別
記
申
請
書
ニ
記
載
セ
ル
カ
如
キ
見
地
ニ
基
キ
國
士
館
専
門

學
校
ヲ
創
立
シ
昭
和
四
年
三
月
十
二
日
認
可
、
同
日
法
学
博
士
、
水
野
錬
太
郎
ヲ
校
長
ニ
就
任
シ
四
月
ヨ
リ
開
校
以
テ
今
日
ニ

至
ル

　
　
　
　
　
　

要　
　
　

項

一
、
名　
　

称　
　
　

國
士
館
専
門
學
校

二
、
位　
　

置　
　
　

東
京
府
荏
原
郡
世
田
谷
町
世
田
谷
一
、〇
〇
六
番
地

三
、
学　
　

則　
　
　

別
紙
ノ
通
リ

四
、
無
試
験
検
定
ノ
取
扱
ヲ
受
ケ
ン
ト
ス
ル
学
科
及
教
員
免
許
状
ヲ
受
ク
ヘ
キ
見
込
ノ
学
科
目
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本　

科　

撃
剣
、
国
語
、
漢
文

　
　
　
　
　
　
　

柔
道
、
国
語
、
漢
文

五
、
生
徒
定
員
及
現
在
生
徒
数
（
学
科
別
、
学
年
別
及
学
級
別
）

科本

科　
　

別

現

在

生

徒

数

第
一
学
年

第
二
学
年

第
三
学
年

第
四
学
年

計

撃
剣
ヲ
主　

ト
ス
ル
モ
ノ

二
〇
〇

　

七
〇

　

五
五

　

四
六

　

三
三

二
〇
四

柔
道
ヲ
主　

ト
ス
ル
モ
ノ

二
〇
〇

　

六
一

　

四
七

　

二
九

　

二
八

一
六
五

計

四
〇
〇

一
三
一

一
〇
二

　

七
五

　

六
一

三
六
九

六
、
当
該
学
科
ノ
卒
業
者
数
（
年
度
別
）
及
卒
業
後
ノ
状
況

　
　

本
校
ハ
四
ケ
年
制
度
専
門
學
校
ニ
シ
テ
昭
和
四
年
四
月
開
校
、
明
八
年
三
月
第
一
回
卒
業
生
ヲ
得
ル
モ
ノ
ナ
ル
ヲ
以
テ
現

　
　

在
卒
業
生
ナ
シ

七
、
學
校
長
及
当
該
学
科
担
任
教
員
ノ
履
歴
書
、
担
任
学
科
目
、
担
任
時
数
及
専
任
兼
任
ノ
区
別
ヲ
記
シ
タ
ル
調
書

　
　

イ　

學
校
長
及
教
員
ノ
履
歴
書

　
　
　
　
　

別
冊
ノ
通
リ

　
　

ロ　

担
任
学
科
及
専
任
兼
任
ノ
区
別
ヲ
記
シ
タ
ル
調
書
左
ノ
如
シ
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（
昭
和
四
・
五
・
六
年
度
担
任
学
科
及
専
任
兼
任
ノ
区
別
表　

略
）

　
　
　

昭
和
七
年
度
担
任
学
科
及
専
任
兼
任
別
表

担
任
学
科
専
任
兼　
　
　

資　
　
　
　
　
　

格　
　
　
　
　

教　

員　

氏　

名

　
　
　
　

任
ノ
別

漢　

文　

専　

任　

東
京
帝
国
大
学
文
学
部
選
科
卒
業　
　

内　

田　

周　

平

漢　

文　

専　

任　

漢
学
塾
ニ
テ
修
業　
　
　
　
　
　
　
　

松　

本　
　
　

洪

漢　

文　

専　

任　

右　

同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川　

田　

瑞　

穂

漢　

文　

専　

任　

早
稲
田
大
学
政
治
経
済
科
卒
業　
　
　

眞　

藤　

義　

丸

国　

語　

専　

任　

國
學
院
大
學
国
文
学
部
卒
業　
　
　
　

筑　

紫　
　
　

豊

　
　
　
　
　
　
　
　

文
学
士

国　

語　

専　

任　

東
京
帝
国
大
学
文
学
部
卒
業　
　
　
　

佐　

山　
　
　

済

　
　
　
　
　
　
　
　

文
学
士

英　

語　

専　

任　

東
京
帝
国
大
学
文
学
部
哲
学
科　
　
　

柴　

田　

玉　

宗

　
　
　
　
　
　
　
　

卒
業　
　

文
学
士

修　

身　

専　

任　

早
稲
田
大
学
政
治
経
済
科
卒
業　
　
　

柴　

田　

德
次
郎

　
　
　
　
　
　
　
　

國
士
館
長
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歴　

史　

専　

任　

東
京
帝
国
大
学
文
学
部
史
学
科
卒
業　

内　

藤　

政　

光

　
　
　
　
　
　
　
　

文
学
士　
　

子
爵

哲
学
史　

専　

任　

東
京
帝
国
大
学
文
学
部
卒
業
文
学
士　

山　

崎　

直　

三

社
会
学　
　
　
　
　

仏
国
巴
里
大
学
院
卒
業
仏
国
文
学
博
士

法　

制　

専　

任　

京
都
帝
国
大
学
工
学
部
卒
業
工
学
士　

篠　

崎　

彦　

二

経　

済　
　
　
　
　

東
京
帝
国
大
学
法
学
部
卒
業
法
学
士

体　

操　

専　

任　

東
北
帝
国
大
学
法
文
学
部
卒
業　
　
　

齋　

藤　
　
　

彌

　
　
　
　
　
　
　
　

文
学
士

修　

身　

専　

任　

東
京
帝
国
大
学
文
学
部
卒
業　
　
　
　

副　

島　

民　

雄

　
　
　
　
　
　
　
　

文
学
士

英　

語　

専　

任　

東
京
帝
国
大
学
文
学
部
卒
業　
　
　
　

蓑　

田　

胸　

喜

論
理
心
理　
　
　
　

文
学
士

体　

操　

専　

任　

陸
軍
士
官
学
校　
　
　
　
　
　
　
　
　

柳　

原　

源　

藏

　
　
　
　
　
　
　
　

陸
軍
歩
兵
中
佐

国　

語　

兼　

任　

國
學
院
大
學
卒
業　
　
　
　
　
　
　
　

鳥　

野　

幸　

次

　
　
　
　
　
　
　
　

同
校
教
授

　
　
　
　
　
　
　
　

東
京
帝
国
大
学
文
学
部
卒
業

国　

語　

兼　

任　

文
学
史　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

待　

鳥　

清
九
郎

　
　
　
　
　
　
　
　

東
京
高
等
学
校
教
授

　
　
　
　
　
　
　
　

東
京
帝
国
大
学
文
学
部
卒
業

国　

語　

兼　

任　

文
学
士　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

各　

務　

虎　

雄

　
　
　
　
　
　
　
　

文
部
省
図
書
監
修
官
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東
京
帝
国
大
学
文
学
部
卒
業

英　

語　

兼　

任　

文
学
士　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大　

島　

泰　

信

　
　
　
　
　
　
　
　

大
正
大
学
教
授

　
　
　
　
　
　
　
　

カ
イ
ザ
ー
ウ
ヰ
ル
ヘ
ル
ム
第
二

修　

身　

兼　

任　

大
学
卒
業
ド
ク
ト
ル
フ
ヰ
ロ
ソ　
　
　

渡　

邊　

海　

旭

　
　
　
　
　
　
　
　

フ
イ
ー　

芝
中
学
校
長

生　

理　

兼　

任　

岡
山
県
立
師
範
学
校
卒
業　
　
　
　
　

影　

山　

藤　

作

衛　

生

　
　
　
　
　
　
　
　

東
京
帝
国
大
学
文
学
部
卒
業

国　

語　

兼　

任　

文
学
士　

文
学
博
士　
　
　
　
　
　
　

上　

田　

萬　

年

　
　
　
　
　
　
　
　

貴
族
院
議
員

生　

理　

兼　

任　

慈
恵
会
医
学
専
門
学
校
卒
業　
　
　
　

南　

崎　

雄　

七

衛　

生　
　
　
　
　

医
学
博
士　

内
務
省
技
師

国　

語　

兼　

任　

東
京
帝
国
大
学
文
学
部
卒
業　
　
　
　

橘　
　
　

純　

一

　
　
　
　
　
　
　
　

文
学
士
二
松
學
舎
専
門
学
校
教
授

国　

語　

兼　

任　

東
京
帝
国
大
学
文
学
部
卒
業　
　
　
　

佐　

野　

保
太
郎

　
　
　
　
　
　
　
　

文
学
士　

文
部
省
図
書
監
修
官

国　

語　

兼　

任　

東
京
帝
国
大
学
文
学
部
卒
業　
　
　
　

峰　

村　

三　

郎

　
　
　
　
　
　
　
　

二
松
學
舎
専
門
学
校
教
授

教
育
学　

兼　

任　

東
京
帝
国
大
学
文
学
部
卒
業　
　
　
　

藤　

本　

萬　

治

国
民
道
徳　
　
　
　

文
部
省
図
書
監
修
官
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柔　

道　

専　

任　

講
道
館
九
段　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山　

下　

義　

韶

柔　

道　

専　

任　

東
京
高
等
師
範
学
校
体
操
専
修
科　
　

工　

藤　

一　

三

　
　
　
　
　
　
　
　

卒
業　

講
道
館
六
段

剣　

道　

専　

任　

國
士
館
高
等
部
卒
業　
　
　
　
　
　
　

小　

川　

忠
太
郎

　
　
　
　
　
　
　
　

精
錬
証

剣　

道　

専　

任　

陸
軍
戸
山
学
校
剣
道
体
操
科
卒
業　
　

岡　

野　

亦　

一

　
　
　
　
　
　
　
　

教
士

剣　

道　

専　

任　

佐
賀
県
鹿
島
中
学
校
卒
業　
　
　
　
　

小　

野　

十　

生

　
　
　
　
　
　
　
　

教
士

柔　

道　

兼　

任　

講
道
館
八
段　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

飯　

塚　

國
三
郎

　
　
　
　
　
　
　
　

慶
應
義
塾
大
学
教
授

柔　

道　

兼　

任　

東
京
高
等
師
範
学
校
体
操
専
修
科　
　

會　

田　

彦　

一

　
　
　
　
　
　
　
　

卒
業　

同
校
講
師　

六
段

剣　

道　

兼　

任　

京
都
武
道
専
門
学
校
卒
業　
　
　
　
　

齋　

村　

五　

郎

　
　
　
　
　
　
　
　

範
士

剣　

道　

兼　

任　

右　
　

同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大　

島　

治
喜
太

　
　
　
　
　
　
　
　

範
士

（
八
、
学
科
課
程
及
毎
週
授
業
時
数
表
、
九
、
校
地
、
校
舎
及
寄
宿
舎
ノ
図
面
、
十
、
教
科
書
及
参
考
書
ノ
目
録
、
十
一
、
教

授
用
器
具
、
機
械
及
標
本
ノ
目
録
、
十
二
、
経
費
及
維
持
ノ
方
法
、
十
三
、
學
校
財
産
ノ
総
額　

略
）
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教
員
養
成
ニ
必
要
ナ
ル
施
設

現
下
ノ
帝
国
ハ
最
モ
真
摯
ニ
シ
テ
剛
健
ナ
ル
志
想
ヲ
有
ス
ル
健
全
ナ
ル
教
員
ヲ
養
成
ス
ル
事
ノ
最
モ
急
務
ナ
ル
ヲ
思
ヒ
、
文
部

省
規
定
ノ
履
修
学
科
ヲ
授
ク
ル
ニ
当
リ
、
平
素
教
育
実
習
ニ
関
ス
ル
指
導
主
点
ヲ
左
記
ノ
如
ク
定
メ
其
ノ
徹
底
ヲ
期
ス

　

一
、
教
育
ノ
真
精
神
ト
本
館
主
義
方
針
ト
ヲ
充
分
理
解
セ
シ
ム
ル
コ
ト

　

二
、
教
授
法
研
究
ノ
素
地
ヲ
養
成
セ
シ
メ
常
ニ
先
覚
的
態
度
ヲ
涵
養
セ
シ
ム
ル
コ
ト

　

右
ノ
主
点
ヲ
達
成
ス
ル
タ
メ
左
ノ
施
設
ヲ
ナ
ス

　

一
、
指
導
講
話

　
　

イ
教
育
講
話
及
教
員
服
務
講
話
並
ニ
実
習

　
　
　

毎
学
期
ヲ
通
シ
修
身
科
並
ニ
倫
理
科
ノ
時
間
ヲ
割
キ
、
或
ハ
随
時
教
育
ノ
真
精
神
ヲ
説
キ
特
ニ
本
校
ノ
精
神
タ
ル
殉
国

　
　
　

精
神
ノ
内
容
タ
ル
誠
意
、
勤
労
、
見
識
、
気
魄
ノ
真
義
及
ビ
教
育
者
ト
其
ノ
服
務
規
律
即
チ
教
育
者
ハ
如
何
ナ
ル
方
針

　
　
　

ノ
下
ニ
生
徒
ヲ
教
育
ス
ヘ
キ
カ
、
教
師
ハ
如
何
ナ
ル
基
礎
ノ
上
ニ
立
チ
テ
生
徒
ヲ
誘
導
啓
発
ス
ヘ
キ
カ
、
又
教
育
者
ハ

　
　
　

如
何
ナ
ル
義
務
ヲ
有
ス
ル
カ
ヲ
説
話
ス
、
館
長
及
修
身
科
倫
理
科
担
当
教
授
之
ニ
当
ル
、
而
シ
テ
之
レ
ヲ
徹
底
セ
シ
ム

　
　
　

ル
タ
メ
学
生
ノ
通
学
ヲ
許
サ
ズ
全
校
生
ヲ
厳
格
ナ
ル
寮
規
ノ
下
ニ
寄
宿
舎
ニ
収
容
シ
、
自
治
ノ
観
念
ヲ
養
フ
ト
共
ニ
和

　
　
　

協
一
致
、
礼
節
互
譲
ノ
美
徳
ヲ
涵
養
セ
シ
ム
ル
大
道
場
タ
ラ
シ
メ
、
正
規
授
業
時
間
ノ
外
、
毎
朝
五
時
起
床
一
時
間
朝
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ノ
校
内
外
大
掃
除
（
本
校
ハ
小
使
、
給
仕
ヲ
一
切
雇
傭
シ
居
ラ
ズ
）
尚
一
時
間
武
道
朝
稽
古
ヲ
課
シ
、
放
課
後
夕
食
前

　
　
　

ニ
於
テ
モ
同
様
一
切
ノ
掃
除
、
武
道
稽
古
、
夜
九
時
ヨ
リ
翌
朝
五
時
迄
寮
生
交
代
ニ
校
内
外
周
囲
ノ
夜
警
、
不
寝
番
ヲ

　
　
　

課
シ
以
テ
真
ノ
教
育
ノ
体
得
ニ
努
メ
、
又
最
上
級
生
ハ
交
互
ニ
十
名
ヲ
生
徒
委
員
ニ
任
シ
寮
生
徒
ノ
模
範
タ
ラ
シ
メ
、

　
　
　

常
ニ
校
風
ノ
発
揚
ヲ
図
リ
全
校
生
ノ
訓
育
指
導
ヲ
補
佐
セ
シ
メ
以
テ
飽
ク
迄
真
摯
ナ
ル
教
育
者
ヲ
養
成
ス
ル
ニ
努
ム

　
　

ロ
社
会
常
識
涵
養
講
話

　
　
　

毎
学
期
少
ク
モ
五
回
本
校
関
係
各
方
面
ノ
有
力
知
名
ノ
人
格
ノ
士
ヲ
随
時
招
聘
、
課
外
ト
シ
テ
夫
々
斯
道
専
問（

門
）的

講
演

　
　
　

ニ
ヨ
リ
円
満
ナ
ル
社
会
常
識
ヲ
涵
養
セ
シ
ム

　
　

ハ
教
授
法
講
話
ト
教
授
要
目
ノ
研
究
発
表

　
　
　

教
育
科
ト
シ
テ
藤
本
教
授
担
当
各
科
教
授
法
ヲ
課
シ
夫
々
正
鵠
ナ
ル
指
針
ヲ
示
シ
、
三
年
四
年
両
級
生
ハ
毎
月
一
回
本

　
　
　

校
図
書
館
ニ
集
合
特
ニ
教
授
要
目
研
究
会
ヲ
開
キ
、
指
示
セ
ラ
レ
タ
ル
指
針
ニ
基
キ
主
ト
シ
テ
国
語
、
漢
文
ニ
就
キ
各

　
　
　

自
研
究
事
項
ヲ
発
表
検
討
セ
シ
ム

　
　
　

生
徒
ノ
研
究
ハ
可
及
的
本
館
図
書
館
ヲ
利
用
セ
シ
ム
ル
様
極
力
図
書
ノ
充
実
ヲ
図
ル
ト
共
ニ
在
庫
、
新
着
図
書
ハ
勿
論

　
　
　

購
入
予
約
図
書
ハ
出
来
得
ル
ダ
ケ
迅
速
ニ
掲
示
シ
全
生
徒
ニ
知
ラ
シ
メ
日
曜
ヲ
モ
開
館
シ
以
テ
研
究
向
学
心
ヲ
喚
起
セ

　
　
　

シ
ム

　
　

ニ
武
道
教
授
法
ノ
研
究
ト
其
ノ
修
練
法
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剣
道
、
柔
道
、
両
部
共
毎
日
午
後
二
時
間
斯
道
ノ
研
究
的
練
習
ヲ
課
ス

　

二
、
指　

導　

授　

業

　
　
　

第
四
年
第
一
学
期
ヨ
リ
教
授
研
究
ノ
実
際
的
指
導
ヲ
ナ
ス
ニ
当
リ
各
当
該
科
担
当
教
員
授
業
ヲ
ナ
シ
之
レ
ガ
実
際
的
指

　
　
　

導
ヲ
ナ
ス

　

三
、
教　

授　

実　

習

　
　
　

中
學
校
及
各
種
講
習
会
其
他
有
志
会
ノ
実
習
ヲ
ナ
サ
シ
ム

　
　

イ
中
學
校
ニ
於
ケ
ル
モ
ノ

　
　
　

剣
道
、
柔
道
、
国
語
、
漢
文
ノ
四
科
ニ
亘
リ
、
第
四
学
年
生
ニ
対
シ
國
士
館
中
學
校
、
國
士
館
商
業
學
校
ニ
於
テ
実
際

　
　
　

ニ
授
業
セ
シ
ム

　
　

ロ
各
種
講
習
会
、
其
他
有
志
会
ニ
於
ケ
ル
モ
ノ

　
　
　

本
校
主
催
ニ
依
ル
夏
冬
両
武
道
講
習
会
及
各
府
県
有
志
ヨ
リ
ナ
ル
武
道
会
ヨ
リ
ナ
ル
武
道
会
ヨ
リ
ノ
依
頼
ニ
ヨ
リ
本
校

　
　
　

ノ
第
一
学
年
ヲ
除
ク
各
学
年
生
ニ
対
シ
実
際
ニ
其
ノ
教
生
タ
ラ
シ
ム

　
　

右
実
習
ノ
際
ハ
当
該
学
科
教
師
出
席
シ
之
ガ
指
導
ヲ
ナ
ス

　

四
、
武
道
修
練
ノ
為
メ
ノ
各
地
遍
歴

　
　
　

毎
夏
冬
両
休
暇
ヲ
利
用
、第
一
学
年
ヲ
除
キ
タ
ル
各
学
年
生
ヲ
数
班
ニ
分
チ
各
班
教
員
引
卒
ノ
下
ニ
全
国
武
徳
会
支
部
、
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軍
部
、
警
察
、
青
年
団
、
其
他
有
志
道
場
ニ
至
リ
二
日
乃
至
三
日
間
ニ
亘
リ
最
モ
猛
烈
ナ
ル
斯
道
ノ
錬
磨
ヲ
行
フ
。
開

　
　
　

校
以
来
本
夏
ニ
至
ル
迄
実
施
セ
ル
個
所
ハ
南
ハ
九
州
一
円
北
ハ
栃
木
、
福
島
、
宮
城
、
岩
手
ノ
各
県
房
総
各
地
裏
日
本

　
　
　

ハ
長
野
、
群
馬
等
ニ
達
シ
到
ル
処
規
律
摂
生
ヲ
重
ジ
技
術
体
力
ノ
養
成
ニ
努
メ
同
時
ニ
斯
道
奨
励
ノ
一
助
タ
ラ
シ
ム

　

五
、
学　

校　

参　

観

　
　
　

学
科
担
当
教
師
引
卒
ノ
上
、
附
近
小
学
校
及
市
内
外
ノ
各
種
中
等
学
校
ヲ
選
ビ
其
ノ
施
設
経
営
ノ
一
般
及
ビ
実
際
授
業

　
　
　

ヲ
参
観
セ
シ
ム

　

六
、
記　

録　

調　

整

　
　
　

校
内
開
催
ノ
総
テ
ノ
修
養
講
話
ニ
於
ケ
ル
速
記
、
生
徒
委
員
日
誌
、
夜
警
日
誌
、
寮
日
誌
並
ニ
教
育
実
習
ニ
於
ケ
ル
経

　
　
　

過
所
感
、
批
評
ノ
要
領
、
作
業
ノ
状
況
反
省
事
項
等
ヲ
録
シ
提
出
セ
シ
ム
。

（
学
科
課
程
及
授
業
時
間
数　

略
）

　

國
士
館
専
門
學
校
剣
道
科
調
査
報
告

昭
和
七
年
十
二
月
十
九
日
午
前
九
時
三
十
分
ヨ
リ
午
后
七
時
十
五
分
ニ
至
ル
間
、
剣
道
科
生
徒
第
四
学
年
二
十
七
名
ニ
対
シ
左

ノ
種
目
ニ
ツ
キ
調
査
ス
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調
査
種
目

一
、
口
述
試
験

　
　
　
　

問　

題

　

イ
、
上
段
ノ
構
ト
晴
眼
ノ
構
ト
ヲ
比
較
シ
テ
各
ノ
特
長
ヲ
述
ベ
ヨ
、

　

ロ
、
剣
道
教
授
案
ト
ハ
何
ゾ
、
ナ
ホ
之
レ
ニ
記
載
ス
ベ
キ
重
要
ナ
ル
事
項
ヲ
挙
ゲ
ヨ
、

二
、
筆
記
試
験

　
　
　
　

問　

題
（
一
時
間
）

　
　

学
校
ニ
於
ケ
ル
剣
道
教
授
ノ
目
的

三
、
基
本
練
習
教
授
法

四
、
術
科

　

イ
、
形
、（
大
日
本
帝
国
剣
道
形
）

　

ロ
、
試
合

　

ハ
、
審
判
法
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以
上
ノ
各
種
目
ニ
ツ
キ
テ
試
験
調
査
セ
シ
ニ
概
シ
テ
成
績
良
好
ニ
シ
テ
、
中
等
学
校
剣
道
科
教
員
検
定
試
験
合
格
者
ニ
比
較
シ

テ
損（

遜
）色

ナ
キ
モ
ノ
ト
認
ム
。

術
科
ハ
形
、
試
合
、
審
判
法
、
等
何
レ
モ
相
当
ナ
ル
実
力
ア
ル
モ
ノ
ト
認
ム
。

教
授
法
ニ
於
テ
ハ
、
ナ
ホ
研
究
、
練
習
ノ
余
地
ア
ル
モ
ノ
ノ
如
シ
、
筆
記
試
験
ニ
ヨ
ル
剣
道
理
論
ノ
答
案
ハ
、
概
シ
テ
可
ナ
ル

モ
、
ナ
ホ
研
究
ノ
要
ア
リ
。

口
述
試
験
ハ
各
人
ニ
就
イ
テ
約
四
分
間
質
問
シ
応
答
セ
シ
メ
タ
ル
モ
成
績
概
シ
テ
可
ナ
リ
。

其
ノ
他
道
場
内
ニ
於
ケ
ル
生
徒
ノ
真
面
目
ナ
ル
態
度
ト
礼
儀
作
法
ノ
正
シ
キ
ト
ハ
平
常
ノ
訓
練
ヨ
ロ
シ
キ
ヲ
証
ス
ル
モ
ノ
ア
リ

右
調
査
報
告
ス

昭
和
七
年
十
二
月
二
十
六
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

調
査
事
務
嘱
託

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤
卯
吉
印

教
員
検
定
委
員
会
御
中

　
　
　
　

調
査
報
告
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依
嘱
ニ
依
リ
昭
和
七
年
十
二
月
十
九
、二
十
日
ノ
両
日
國
士
館
専
門
學
校
ニ
出
張
シ
其
調
査
ヲ
行
ヘ
リ
。

學
校
ノ
位
置
ハ
郊
外
世
田
ヶ
谷
松
蔭
神
社
ニ
隣
シ
、
四
隣
森
林
ニ
囲
マ
レ
生
理
的
ニ
亦
精
神
的
ニ
良
好
ナ
リ
。

柔
道
場
ハ
長
サ
十
六
間
幅
七
間
ニ
シ
テ
其
設
備
概
良
好
ナ
リ
、
教
室
ハ
未
ダ
完
成
ニ
到
リ
居
ラ
ザ
ル
モ
授
業
ニ
ハ
差
支
ナ
キ
モ

ノ
ト
認
メ
ラ
ル
。

十
九
日
最
初
ニ
筆
答
試
験
ヲ
行
フ

　

一
、
柔
道
精
神
ヲ
解
説
シ
ソ
ノ
日
本
精
神
ト
ノ
関
係
ヲ
論
ゼ
ヨ

　

二
、
柔
道
教
育
ノ
主
眼
点
ヲ
論
ゼ
ヨ

ノ
二
問
題
ニ
対
ス
ル
解
答
ヲ
求
メ
タ
リ
。
其
答
案
ニ
ヨ
リ
察
ス
ル
ニ
、其
研
究
ハ
完
全
ニ
ア
ラ
ザ
ル
モ
大
体
ニ
於
テ
適
当
ナ
リ
。

更
ニ
乱
取
ヲ
行
ハ
シ
メ
タ
ル
ニ
、
其
成
績
ハ
頗
良
好
ナ
リ
、
殊
ニ
中
等
学
校
ノ
生
徒
ヲ
指
導
ス
ル
ニ
ハ
優
良
ナ
リ
ト
認
メ
タ
リ
、

次
ニ
投
ノ
形
ヲ
試
験
シ
翌
二
十
日
ニ
ハ
固
ノ
形
、
極
ノ
形
、
柔
ノ
形
ヲ
試
験
シ
、
形
ニ
於
ケ
ル
動
作
ノ
意
義
ヲ
質
問
セ
リ
。
形

ノ
実
際
ハ
相
当
ニ
修
練
セ
ラ
レ
タ
ル
ヲ
認
メ
タ
ル
モ
理
論
ノ
研
究
ハ
稍
不
十
分
ヲ
感
ジ
タ
リ
。

要
ス
ル
ニ
来
年
四
月
卒
業
ス
ベ
キ
生
徒
中
受
験
シ
タ
ル
モ
ノ
ハ
普
通
ニ
検
定
試
験
ニ
応
ズ
ル
モ
相
当
ノ
成
績
ヲ
以
テ
及
第
ス
ル

力
ハ
有
ス
ル
モ
ノ
ト
認
メ
ラ
ル
。

特
ニ
賞
讃
ス
ベ
キ
ハ
館
長
ヲ
中
心
ト
セ
ル
職
員
及
生
徒
ノ
精
神
的
融
和
ニ
シ
テ
上
述
ノ
如
キ
効
果
ヲ
挙
ケ
タ
ル
ハ
コ
ノ
融
和
ニ

因
ス
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
欣
ビ
テ
報
告
ス
ル
所
以
也
。
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村　

上　

邦　

夫
㊞

文
部
省
東
普
四
五
六
号

　
　
　
　
　
　

昭
和
八
年
三
月
三
日

　
　
　
　
　
　
　

学
務
課
長
㊞

　
　
　
　

普
通
学
務
局
長
（
花
押
）

大
臣
（
花
押
）

　
　

次
官
㊞

　
　
　

専
門
学
務
局
長
㊞

教
員
検
定
委
員
会
長
㊞

　
　

教
員
検
定
常
任
委
員
㊞

　
　
　
　
　
　

第
二
部
幹
事
㊞

　
　
　
　

公
立
私
立
学
校
卒
業
者
ニ
対
シ
無
試
験
検
定
ノ
取
扱
ヲ
許
可
シ
タ
ル
学
校
中
告
示
改
正
ノ
件
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告　

示　

案

　
　
　
　

文
部
省
告
示
第
九
十
八
号

明
治
四
十
四
年
文
部
省
告
示
第
二
百
四
十
二
号
公
立
私
立
学
校
卒
業
者
ニ
対
シ
師
範
学
校
、
中
学
校
、
高
等
女
学
校
教
員
無
試

験
検
定
ノ
取
扱
ヲ
許
可
シ
タ
ル
学
校
中
日
本
女
子
高
等
学
院
ノ
項
ノ
次
ニ
左
ノ
如
ク
加
フ

　
　
　

年
月
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

文　

部　

大　

臣

國
士
館
専
門
學
校

本　

科

剣　

道

柔　

道

年
3
月
八
日

昭
和
八
年
三
月
以
後
ノ
卒
業
者
ニ
限
ル

　
　
　
　

指　

令　

案　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
東
京
府
ヘ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

國
士
館
専
門
學
校
設
立
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

財
団
法
人
國
士
館

昭
和
七
年
九
月
十
五
日
申
請
本
科
卒
業
者
ニ
対
シ
剣
道
、
柔
道
ニ
付
師
範
学
校
、
中
学
校
、
高
等
女
学
校
教
員
検
定
規
程
第
七

条
第
二
号
ノ
取
扱
ヲ
ナ
ス
ノ
件
許
可
ス

　
　

但
シ
昭
和
八
年
三
月
以
後
ノ
卒
業
者
ニ
限
ル

　

年　

月　

日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

文　

部　

大　

臣

　
　
　
　
　
　

通　

牒　

案
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年　

月　

日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

局　

長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
京
府
知
事
宛

　
　
　
　

國
士
館
専
門
學
校
教
員
無
試
験
検
定
許
可
申
請
ニ
関
ス
ル
件

昭
和
七
年
九
月
十
九
日
付
、
申
学
第
一
〇
六
三
五
号
ヲ
以
テ
文
部
大
臣
宛
標
記
ノ
件
進
達
ノ
処
、
本
科
卒
業
者
ニ
対
ス
ル
国
語
、

漢
文
ハ
詮
議
相
成
ラ
サ
ル
コ
ト
ニ
省
議
決
定
シ
タ
ル
ニ
付
、
可
然
御
伝
達
相
成
度

備　

考

本
件
ハ

昭
和
八
年
一
月
二
十
三
日
教
員
検
定
常
任
委
員
会
ニ
附
議
ノ
結
果
、
本
科
卒
業
者
ニ
対
ス
ル
剣
道
、
柔
道
ハ
許
可
ト
ナ
リ
、
国

語
、
漢
文
ハ
不
許
可
ト
ナ
リ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
、

国
語
成
績
報
告
（
不
良
）
ハ
聖
心
女
子
学
院
高
等
専
門
学
校
ノ
件
ニ
添
附
シ
ア
リ
㊞



国士舘史研究年報 2012　楓

136

六　

昭
和
九
年
一
一
月　

國
士
館
高
等
拓
植
學
校
廃
止
認
可
書
（
国
立
公
文
書
館
所
蔵
）

戌
学
第
九
三
九
八
号

　
　
　
　
　

昭
和
九
年
十
一
月
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
京
府
知
事　

香　

坂　

昌　

康
印

（
公
印
）

　
　
　
　

文
部
大
臣　

松　

田　

源　

治　

殿

　
　
　
　
　
　

私
立
学
校
廃
止
ノ
件
報
告

國
士
館
高
等
拓
殖（

植
）學

校
廃
止
ノ
件
本
日
認
可
候

七　

昭
和
一
一
年
六
月　

國
士
館
専
門
學
校
教
員
無
試
験
検
定
許
可
申
請
書
（
国
立
公
文
書
館
所
蔵
）

　
　
　

公
立
私
立
学
校
卒
業
者
ニ
対
シ
無
試
験
検
定
ノ
取
扱
ヲ
許
可
シ
タ
ル
学
校
中
告
示
改
正
ノ
件

　
　
　
　
　
　

告　

示　

案
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文
部
省
告
示
第
二
五
二
号

明
治
四
十
四
年
文
部
省
告
示
第
二
百
四
十
二
号
公
立
私
立
学
校
卒
業
者
ニ
対
シ
師
範
学
校
中
学
校
、
高
等
女
学
校
教
員
無
試
験

検
定
ノ
取
扱
ヲ
許
可
シ
タ
ル
学
校
中
國
士
館
専
門
學
校
ノ
項
ヲ
左
ノ
通
リ
改
正
ス

　
　
　
　
　
　

年
六
月
二
十
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

文　

部　

大　

臣

國
士
館
専
門
學
校

本　

科

剣　

道

柔　

道

昭
和
八
年

三
月
十
五
日

昭
和
八
年
三
月
以
後
ノ
卒
業
者
ニ
限
ル　

国　

語

昭
和
十
一
年

　

月　

日

昭
和
十
一
年
三
月
以
後
ノ
卒
業
者
ニ
限
ル

　
　
　
　
　
　

指　

令　

案

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

國
士
館
専
門
學
校
設
立
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

財
団
法
人　

國　

士　

館

昭
和
十
年
九
月
十
七
日
申
請
昭
和
十
一
年
三
月
以
後
ノ
本
科
卒
業
者
ニ
対
シ
国
語
ニ
就
キ
師
範
学
校
中
学
校
高
等
女
学
校
教
員

検
定
規
程
第
七
条
第
二
号
ノ
取
扱
ヲ
為
ス
ノ
件
許
可
ス

　
　
　
　

年　
　

月　
　

日

　
　
　
　
　
　
　
　
　

文　

部　

大　

臣
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備
考　

本
件
ハ
昭
和
十
一
年
三
月
三
十
日
ノ
常
任
委
員
会
ニ
於
テ
可
決
セ
シ
モ
ノ
ナ
リ

（
表
紙
）

「　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「（

東
京
府
経
由
印
）

昭
和
十
年
九
月
二
十
八
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

亥
学
第
八
九
四
四
号　
　
　

東
京
府
経
由
」

　

師
範
学
校
、
中
学
校
、
高
等
女
学
校

　

国
語
科
教
員
無
試
験
検
定
許
可　
　

申
請
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

國
士
館
専
門
學
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

公
発
第
一
九
四
号

　
　
　

昭
和
十
年
九
月
十
七
日
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國
士
館
専
門
學
校
設
立
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

財
団
法
人　

国　

士　

舘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

理
事　

副　
　

島　
　

義　
　

一＊
１

㊞

　
　

文
部
大
臣　

松
田
源
治
殿

　
　
　
　

師
範
学
校
、
中
学
校
、
高
等
女
学
校

　
　
　
　

国
語
科
教
員
無
試
験
検
定
許
可　
　

申
請

本
校
ハ
現
時
教
育
界
ノ
風
潮
ニ
鑑
ミ
剛
健
ナ
ル
心
身
ヲ
有
シ
国
家
的
自
覚
ア
ル
中
等
教
員
養
成
ノ
緊
要
ナ
ル
ヲ
痛
感
シ
此
ノ
方

針
ノ
下
ニ
武
道
ヲ
鍛
錬
シ
兼
テ
国
語
、
漢
文
科
中
等
教
員
タ
ラ
ン
ト
ス
ル
者
ノ
為
ニ
特
ニ
昭
和
四
年
三
月
十
二
日
創
設
セ
ル
モ

ノ
ニ
有
之
、
爾
来
創
立
ノ
趣
旨
ニ
則
リ
内
容
ノ
整
備
、
校
風
ノ
作
興
ニ
深
甚
ナ
ル
注
意
ヲ
払
ヒ
優
良
教
師
ノ
招
聘
ト
共
ニ
学
生

ノ
入
学
ニ
関
シ
テ
ハ
極
メ
テ
厳
密
ナ
ル
考
査
ト
優
秀
者
ノ
選
抜
ニ
努
メ
教
職
員
亦
身
ヲ
以
テ
教
授
訓
育
ニ
精
進
努
力
セ
ル
結

果
、
昭
和
八
年
三
月
第
一
回
以
降
ノ
卒
業
生
概
ネ
武
道
国
語
、
漢
文
科
教
員
ト
シ
テ
教
育
界
ノ
認
ム
ル
所
ト
ナ
リ
現
在
学
生
亦

品
性
学
力
並
ニ
体
格
ニ
於
テ
共
ニ
所
期
ノ
成
果
ヲ
収
ム
ル
ヲ
得
、
随
ツ
テ
本
校
卒
業
生
ハ
中
等
教
員
ト
シ
テ
充
分
其
資
格
ヲ
具

有
ス
ル
モ
ノ
ト
存
ゼ
ラ
レ
候
ニ
就
テ
ハ
、
此
際
特
別
ノ
御
詮
議
ヲ
以
テ
明
、
昭
和
十
一
年
三
月
以
降
ノ
本
科
卒
業
者
ニ
対
シ
御

規
定
ニ
依
ル
師
範
学
校
、
中
学
校
、
高
等
女
学
校
教
員
無
試
験
検
定
御
許
可
相
成
度
別
紙
必
要
書
類
相
添
ヘ
此
段
及
申
請
候
也
。
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＊
１　

副
島
義
一　

明
治
―
昭
和
時
代
前
期
の
法
学
者
、
政
治
家
。
慶
応
二
年
一
月
五
日
生
ま
れ
。
肥
前
佐
賀
出
身
。

　
　
　

帝
国
大
学
卒
、
ベ
ル
リ
ン
大
学
に
留
学
。
憲
法
学
者
と
し
て
最
も
早
く
天
皇
機
関
説
を
と
な
え
た
。
明
治
四
〇
年
早

　
　
　

稲
田
大
学
教
授
。
大
正
九
年
衆
議
院
議
員
に
当
選
。
昭
和
五
年
中
華
民
国
国
民
政
府
法
律
顧
問
と
な
る
。
一
〇
年
國

　
　
　

士
館
専
門
學
校
理
事
。
昭
和
二
二
年
一
月
二
七
日
死
去
。
八
二
歳
。
著
作
に
『
日
本
帝
国
憲
法
論
』
な
ど
が
あ
る
。

八　

昭
和
一
四
年　

國
士
館
松
下
村
塾
景
松
塾
紀
要
（
法
人
記
録
史
料
）

　
　

國
士
館
松
下
村
塾

　
　
　
　

景　
　

松　
　

塾　
　

紀
要

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
京
世
田
ヶ
谷　

國
士
館
専
門
學
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　

中 

學 

校

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　

商
業
學
校

　

吉
田
松
陰
先
生
の
松
下
村
塾
か
ら
、
久
坂
玄
瑞
、
高
杉
晋
作
両
士
始
め
木
戸
贈
従
一
位
、
伊
藤
・
山
縣
両
公
爵
、
山
田
伯
爵

其
他
多
数
英
傑
の
輩
出
し
た
事
は
誰
も
知
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
我
景
松
塾
は
、
先
生
を
景
仰
し
て
已
ま
ぬ
本
校
教
職
員
学
生



国士舘史関係資料の翻刻並びに補註　第四巻

141

生
徒
が
、
國
士
館
に
理
解
あ
る
大
方
諸
賢
の
協
力
を
得
て
、
村
塾
を
摸
造
し
、
之
を
校
内
国
士
神
社
境
内
に
建
設
し
、
以
て
修

養
道
場
た
ら
し
め
た
の
で
あ
る
。

　

塾
舎
建
築
に
当
つ
て
は
其
の
竣
成
の
上
は
、
百
年
以
上
の
星
霜
を
経
た
る
古
き
松
下
村
塾
に
彷
彿
た
ら
し
む
る
こ
と
を
眼
目

と
し
た
。
此
の
目
的
で
、
建
築
諸
材
料
は
、
悉
く
萩
地
方
に
於
い
て
先
生
に
由
緒
の
あ
る
も
の
を
苦
心
蒐
集
し
、
同
地
松
下
村

塾
附
近
に
於
い
て
、
一
々
村
塾
の
寸
法
に
合
せ
乍
ら
之
を
切
り
、
之
を
削
つ
て
、
一
度
現
地
で
組
立
て
、
識
者
の
批
評
を
経
た

る
後
、
東
京
に
輸
送
し
た
の
で
あ
る
。

　

使
用
の
木
材
と
屋
根
瓦
は
、
元
毛
利
藩
の
代
官
屋
敷
で
、
後
、
郡
役
所
庁
舎
に
用
ひ
、
郡
制
廃
止
後
山
口
県
の
管
理
に
属
し

居
た
る
建
物
を
、
縁
故
払
下
を
受
け
て
之
を
解
体
し
て
得
た
古
材
木
古
瓦
よ
り
取
つ
た
も
の
で
あ
る
。
処
が
偶
然
に
も
、
此
の

代
官
屋
敷
の
用
材
の
約
三
分
の
一
は
、
松
陰
先
生
の
養
母
の
生
家
な
る
森
田
豊
吉
氏
所
有
の
山
林
か
ら
伐
採
し
た
も
の
で
、
屋

根
瓦
は
、
阿
川
と
称
す
る
元
毛
利
藩
の
御
抱
瓦
職
の
焼
い
た
も
の
で
、
今
で
も
各
瓦
の
一
端
に
角
に
阿
の
字
の
刻
印
を
認
む
る

こ
と
が
出
来
る
。

　

土
台
下
及
塾
舎
周
囲
の
土
留
の
丸
石
は
、
松
陰
先
生
生
家
杉
家
の
眼
下
を
流
る
ゝ
水
無
川
の
月
見
河
原
か
ら
拾
ひ
集
め
た
も

の
で
、
其
の
数
約
四
百
個
、
壁
下
の
木
舞
用
及
雨
樋
用
の
竹
材
も
、
壁
の
上
塗
用
の
土
も
、
全
部
村
塾
に
使
用
し
あ
る
も
の
と

同
質
の
も
の
を
、
萩
か
ら
輸
送
し
て
来
た
の
で
あ
る
。
殊
に
右
の
石
は
、
村
塾
の
夫
れ
と
大
小
恰
好
の
等
し
き
も
の
を
、
一
一

村
塾
の
石
に
並
べ
て
敷
い
た
上
、
之
に
順
序
番
号
を
付
し
て
輸
送
し
来
り
、
其
の
据
付
現
況
に
近
似
す
る
こ
と
に
努
め
た
の
で
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あ
る
。
松
陰
先
生
の
門
人
が
、
先
生
に
対
す
る
幕
府
の
処
置
を
憤
慨
の
余
り
、
村
塾
十
畳
の
間
の
柱
に
切
り
つ
け
た
と
い
ふ
刀

痕
も
、
亦
詳
細
に
摸
し
て
あ
る
畳
の
敷
方
、
障
子
襖
の
引
手
の
形
状
、
附
工
合
を
摸
し
た
る
こ
と
も
勿
論
で
あ
る
。
村
塾
の
二

階
は
所
謂
踏
天
井
で
あ
る
。
先
生
の
時
々
瞑
想
さ
れ
、
又
休
息
さ
れ
た
所
と
伝
へ
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
是
れ
亦
原
形
の
儘
移
築
さ

れ
て
ゐ
る
。
先
生
の
使
用
さ
れ
た
机
も
、
似
寄
の
木
同
一
寸
法
で
、
萩
で
作
つ
て
塾
に
据
ゑ
た
。

　

景
松
塾
標
は
萩
の
松
陰
神
社
社
司
市
川
一
郎
氏
の
手
を
煩
ら
は
し
た
。

　

建
築
経
過
大
要

　
　

昭
和
十
三
年
三
月　

建
設
計
画
発
表
、
景
松
塾
建
築
一
切
を
引
受
け
呉
れ
た
る
萩
市
松
本
の
厚
東
常
吉
氏
は
、
同
市
に
於

　
　

い
て
建
築
諸
材
料
の
蒐
集
木
取
り
木
組
に
力
を
注
ぐ
。
其
の
間
尾
高
校
長
萩
市
に
出
張
、
諸
般
の
打
合
を
為
す
。

　
　

同
年
十
一
月
十
八
日　

萩
市
よ
り
大
工
左
官
等
上
京
、
同
日
建
築
諸
材
料
東
京
に
到
着
。

　
　

同
年
同
月
十
九
日　

府
社
松
陰
神
社
々
司
奉
仕
、
教
職
員
学
生
生
徒
一
同
参
列
の
下
に
地
鎮
祭
執
行
、
即
日
起
工
。

　
　

同
年
十
二
月
七
日　

竣
工
、
修
祓
式
執
行
。

　
　

昭
和
十
四
年
一
月
十
四
日
午
前
國
士
館
大
講
堂
に
於
い
て
竣
工
報
告
式
、
同
日
午
後
九
段
軍
人
会
館
に
於
い
て
景
松
塾
竣

　
　

工
記
念
吉
田
松
陰
先
生
を
偲
ぶ
会
を
開
催
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
尾
高
武
治＊

１

識
）
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＊
１　

尾
高
武
治　

東
京
控
訴
院
部
長
、
弁
護
士
、
早
稲
田
大
学
講
師
。
早
稲
田
大
学
で
は
仏
法
、
仏
語
、
文
化
特
修
、

　
　
　

政
治
及
び
経
済
特
修
な
ど
の
科
目
の
教
鞭
を
と
る
。
大
正
期
～
昭
和
初
期
に
か
け
て
著
書
多
数
（『
民
事
商
事
に
関

　
　
　

す
る
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
訴
と
其
の
裁
判
』
ほ
か
）。
昭
和
一
一
年
一
月
財
団
法
人
國
士
館
理
事
代
行
と
な
り
、
昭
和

　
　
　

一
二
年
二
月
國
士
館
専
門
學
校
長
事
務
取
扱
及
び
國
士
館
中
學
校
事
務
取
扱
に
就
任
。

九　

昭
和
一
四
年
三
月　

國
士
館
専
門
學
校
興
亜
科
新
設
ニ
付
学
則
変
更
認
可
申
請
書
（
国
立
公
文
書
館
所
蔵
）

　
　
　
　

私
立
専
門
学
校
学
則
中
変
更
認
可
ノ
件

　
　
　
　
　
　
　
　

指　

令　

案

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

國
士
館
専
門
學
校
設
立
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

財
団
法
人
國
士
館

昭
和
十
四
年
三
月
十
日
附
申
請
学
則
中
変
更
ノ
件
認
可
ス

　
　
　

年　

月　

日　
　
　
　
　

文　

部　

大　

臣

備
考
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本
件
ハ
本
校
ニ
興
亜
科＊

１

ヲ
新
設
セ
ン
ト
ス
ル
ニ
依
ル
学
則
変
更
認
可
申
請
ナ
リ

一
、
興
亜
科
設
置
要
項

１
設
置
理
由　
　
　
　
（
別
紙
）

２
修
業
年
限　
　
　
　

三
ヶ
年

３
生
徒
定
員　
　
　
　

三
六
〇
名
（
各
学
年
一
二
〇
名
）

４
学
科
課
程　
　
　
　
（
別
紙
）

５
教
員　
　
　
　
　
　

初
年
度　
　

専
任
八　

兼
任
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
年
度　
　

〃　

一
一
〃　

一
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
年
度　
　

〃　

一
七
〃　

一
九

６
教
室　
　
　
　
　
　

六
教
室

７
維
持
経
営
ノ
方
法　

授
業
料
収
入
等
ヲ
以
テ
支
弁
ス

８
授
業
開
始
年
月
日　

昭
和
十
四
年
四
月

二
、
学
則
改
正
個
所

１　

第
二
条
「
本
校
ニ
本
科
及
研
究
科
ヲ
置
ク
」
ト
ア
ル
ヲ
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「
本
校
ニ
武
道
国
漢
科
、
興
亜
科
、
研
究
科
ヲ
置
ク
」
ト
改
ム

２　

第
三
条
「
本
校
ノ
修
業
年
限
ハ
本
科
四
年
研
究
科
一
年
乃
至
二
年
ト
ス
」
ト
ア
ル
ヲ

　
　
　
　
　
「
本
校
ノ
修
業
年
限
ハ
武
道
国
漢
科
四
年
、
興
亜
科
三
年
、
研
究
科
一
年
乃
至
二
年
ト
ス
」
ト
改
ム

３　

第
四
条
「
本
校
ノ
生
徒
定
員
ハ
本
科
四
百
名
ト
ス
」
ト
ア
ル
ヲ

　
　
　
　
　
「
本
校
ノ
生
徒
定
員
ハ
武
道
国
漢
科
四
百
名
、
興
亜
科
三
百
六
十
名
ト
ス
」
ト
改
ム

４　

第
五
条　

武
道
国
漢
科
学
科
課
程
ノ
次
ニ
興
亜
科
学
科
課
程
ヲ
加
フ

５　

第
二
十
八
条
「
授
業
料
ハ
本
科
生
ハ
一
ヶ
年
金
百
円
ト
ス
、
但
シ
分
納
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
」
ト
ア
ル
ヲ

　
　
　
　
　
　
　
「
本
科
生
ハ
」
ヲ
削
除
ス

（
表
紙
）

「　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「（

東
京
府
経
由
印
）

昭
和
十
四
年
三
月
十
五
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

卯
学
第
二
〇
九
八
号　
　

東
京
府
経
由
」

　
　
　

学
則
変
更
申
請
書
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（
國
士
館
専
門
學
校
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

昭
和
十
四
年
三
月
二

十十
六
日

　
　
　
　
　
　
　

國
士
館
専
門
學
校
設
立
者

　
　
　
　
　
　
　
　

財
団
法
人
國
士
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　

代
行
理
事
尾
高
武
治
㊞

文
部
大
臣
荒
木
貞
夫
殿

　
　
　

学
則
変
更
認
可
申
請

今
般
本
校
学
則
ヲ
別
紙
ノ
通
リ
変
更
致
度
ニ
付
御
認
可
相
成
度
此
段
及
申
請
候
也

第
二
条　
「
本
校
ニ
本
科
及
ビ
研
究
科
ヲ
置
ク
」
ヲ
左
ノ
如
ク
更
ム

　
　
　
　

本
校
ニ
武
道
国
漢
科
・
興
亜
科
・
研
究
科
ヲ
置
ク

第
三
条　
「
本
校
ノ
修
業
年
限
ハ
本
科
四
年
、
研
究
科
一
年
乃
至
二
年
ト
ス
」
ヲ
左
ノ
如
ク
更
ム
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本
校
ノ
修
業
年
限
ハ
武
道
国
漢
科
四
年
、
興
亜
科
三
年
、
研
究
科
ハ
一
年
乃
至
二
年
ト
ス

第
四
条　
「
本
校
ノ
生
徒
定
員
ハ
本
科
四
百
名
ト
ス
」
ヲ
左
ノ
如
ク
更
ム

　
　
　
　

本
校
ノ
生
徒
定
員
ハ
武
道
国
漢
科
四
百
名
、
興
亜
科
三
百
六
十
名
ト
ス

第
五
条　

学
科
目
及
ビ
其
ノ
程
度
左
ノ
如
シ

　
　
　
　

武
道
国
漢
科
（
異
状
ナ
シ
…
…
別
紙
要
覧
参
照
）

　
　
　
　

興
亜
科
左
ノ
如
シ
（
次
頁
参
照
）

第
二
十
八
条　
「
授
業
料
ハ
本
科
生
ハ
一
ヶ
年
百
円
ト
ス
、
但
毎
月
分
納
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
」
ヲ
左
ノ
如
ク
更
ム

　
　
　
　
　
　

授
業
料
ハ
一
ヶ
年
百
円
ト
ス
、
但
毎
月
分
納
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

学
年　

　

科
目

第
一
学
年
一
週
時
間

第
二
学
年
一
週
時
間

第
三
学
年
一
週
時
間

日
本
国
家
学

一

一

一

修　

身

一

一

一

支
那
語
及
支
那
時
文

一
二

一
二

一
二

憲　

法

二

民　

法

二

商　

法

二

国
際
法

二

満
支
法
制

二

東
亜
経
済
地
理

二

東
亜
経
済
事
情

二
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東
洋
政
治
学

二

東
洋
思
想
史

二

東
亜
協
同
経
済
論

二

東
亜
農
業
経
済
論

二

東
亜
建
設
原
理

一

一

一

満
蒙
支
民
情
及
宗
教

一

一

産
業
組
合
論
（
合
作
社
）

二

商
業
通
論

二

商
工
経
営

二

貿
易
実
務

二

経
済
学

二

財
政
学

二

貨
幣
銀
行
金
融

二

商
品
学

一

簿　

記

（
商
業
簿
記
）　

三

銀
行
簿
記　
　

工
業  

〃 　

三

原
価
計
算　
　

会
計
学

二

商
業
数
学
及
珠
算

二

植
民
政
策

二

教
練

二

二

二

武
道

六

六

六

計

三
九

三
八

四
三

選
択
課
目

蒙
古
語

二

二

二

英
語

二

二

二
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変
更
理
由

　

今
般
左
記
理
由
ニ
依
リ
興
亜
科
新
設
ニ
供
ヒ
学
則
ヲ
変
更
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ

一
、
國
士
館
専
門
學
校
入
学
志
願
者
ハ
殆
ン
ド
中
等
学
校
ニ
於
ケ
ル
剣
柔
道
選
手
ニ
限
定
サ
レ
タ
ル
実
状
ニ
シ
テ
、
假
令
國
士

　

館
ノ
教
育
ヲ
渇
仰
シ
入
学
ヲ
切
望
ス
ル
優
秀
人
材
ア
ル
モ
武
技
優
秀
ナ
ラ
ザ
ル
ガ
為
ニ
入
学
シ
能
ハ
ザ
ル
状
況
ナ
リ
。
故
ニ

　

国
家
ノ
現
状
ト
國
士
館
建
学
ノ
本
旨
ニ
鑑
ミ
広
ク
人
材
ヲ
募
リ
其
ノ
他
校
ニ
類
例
ヲ
見
ザ
ル
文
武
両
道
兼
備
ノ
國
士
館
教
育

　

ニ
依
リ
徹
底
的
ニ
鍛
錬
シ
国
家
有
用
ノ
人
材
ヲ
輩
出
セ
シ
メ
ン
ト
欣
求
ス
ル
ニ
ア
リ
。

一
、
有
為
人
材
ノ
輩
出
ハ
国
家
興
隆
ノ
原
動
力
ナ
リ
。
有
材
ノ
輩
出
ハ
教
育
ニ
俟
ツ
モ
ノ
最
モ
大
ナ
リ
。
実
ニ
教
育
ノ
興
廃
ハ

　

則
チ
国
家
ノ
盛
衰
ニ
懸
ル
重
大
問
題
ナ
リ
。
殊
ニ
皇
国
ノ
現
状
ハ
未
曾
有
ノ
躍
進
的
非
常
時
局
ニ
直
面
セ
リ
。
興
亜
ノ
大
業

　

即
チ
今
次
聖
戦
ノ
目
的
貫
徹
ハ
永
年
ニ
亘
ル
堅
忍
不
抜
ノ
挙
国
的
戮
力
協
心
ト
鍛
錬
セ
ラ
レ
タ
ル
優
秀
人
材
ノ
現
地
ニ
於
ケ

　

ル
奮
闘
ニ
依
ラ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
。
所
謂
新
東
亜
建
設
ノ
成
否
消
長
ハ
一
ニ
東
亜
建
設
ノ
聖
業
ニ
従
事
セ
ル
日
本
人
殊
ニ
日
本

　

青
年
ノ
人
物
如
何
ニ
存
ス
ル
モ
ノ
ト
思
考
ス
。
知
育
偏
重
シ
徳
育
体
育
之
ニ
添
ハ
ザ
レ
バ
如
何
ニ
有
材
タ
リ
ト
謂
フ
モ
跛
行

　

的
ニ
シ
テ
奉
公
ノ
全
キ
ヲ
期
ス
ル
能
ハ
ズ
。
即
チ
如
何
ニ
識
見
ア
リ
ト
ス
ル
モ
其
ノ
理
想
ヲ
実
践
シ
得
ル
大
気
魄
体
力
ナ
ク

　

バ
東
亜
ノ
大
業
ヲ
率
先
躬
行
ス
ル
ヲ
得
ズ
。
故
ニ
興
亜
科
ヲ
新
設
シ
広
ク
人
材
ヲ
募
リ
之
ニ
國
士
館
的
猛
訓
練
ヲ
施
シ
修
養

　

鍛
錬
セ
シ
メ
且
学
識
ニ
依
リ
東
亜
建
設
ノ
真
髄
ヲ
把
握
確
認
セ
シ
メ
以
テ
満
蒙
支
ニ
於
ケ
ル
行
政
、
商
業
、
経
済
並
ニ
社
会

　

教
化
ニ
関
ス
ル
公
私
ノ
事
業
ニ
従
事
ス
ベ
キ
人
材
即
チ
真
ニ
東
亜
康
寧
ノ
礎
石
タ
リ
得
ル
国
士
的
人
物
ヲ
輩
出
セ
シ
メ
ン
ト
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ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
。

　
　

國
士
館
専
門
學
校
興
亜
科
収
支
予
算
書

（
昭
和
十
四
年
度
）

（
昭
和
十
五
年
度
）

（
昭
和
十
六
年
度
）

収
入
ノ
部

一
、
授
業
料

一
二
、〇
〇
〇　
　
　

（
学
生
数
一
二
〇
人
）

二
四
、〇
〇
〇　
　
　

（
学
生
数
二
四
〇
人
）

三
六
、〇
〇
〇　
　
　

（
学
生
数
三
六
〇
人
）

二
、
入
学
検
定
料

六
〇
〇　
　
　
（
仝
右
）

六
〇
〇　
　
　

（
学
生
数
一
二
〇
人
）

六
〇
〇　
　
　

（
学
生
数
一
二
〇
人
）

三
、
入
学
金

六
〇
〇　
　
　
（
仝
右
）

六
〇
〇　
　
　
（
仝
右
）

六
〇
〇　
　
　
（
仝
右
）

四
、
教
練
費

八
四
〇　
　
　
（
仝
右
）

一
、六
八
〇　
　
　

（
学
生
数
二
四
〇
人
）

二
、五
二
〇　
　
　

（
学
生
数
三
六
〇
人
）

五
、
寄
附
金

三
、〇
〇
〇　
　
　

計

一
七
、〇
四
〇　
　
　

二
六
、八
八
〇　
　
　

三
九
、七
二
〇　
　
　

支
出
ノ
部

一
、
給
料

九
、六
一
五　
　
　

一
四
、〇
二
五　
　
　

二
〇
、七
六
〇　
　
　

専
任
教
員
給

四
、八
〇
〇　
　
　

六
、九
六
〇　
　
　

一
〇
、四
四
〇　
　
　

兼
任
教
員
給

一
、九
三
五　
　
　

三
、八
二
五　
　
　

六
、二
四
〇　
　
　

主
事
、
学
生
監
給

二
、〇
四
〇　
　
　

二
、〇
四
〇　
　
　

二
、〇
四
〇　
　
　

事
務
員
給

八
四
〇　
　
　

一
、二
〇
〇　
　
　

二
、〇
四
〇　
　
　

二
、
諸
費

九
四
〇　
　
　

一
、九
八
〇　
　
　

三
、四
八
〇　
　
　

旅
費

二
〇
〇　
　
　

一
、〇
〇
〇　
　
　

二
、五
〇
〇　
　
　

雑
給

二
四
〇　
　
　

四
八
〇　
　
　

四
八
〇　
　
　

手
当

五
〇
〇　
　
　

五
〇
〇　
　
　

五
〇
〇　
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教
員
組
織

　
　

初
年
度
ニ
於
テ

　
　
　
　
　

専
任
教
員
八
名　
　

兼
任
教
員
七
名

　
　

二
年
度
ニ
於
テ

三
、
備
品
費

一
、八
〇
〇　
　
　

二
、一
〇
〇　
　
　

二
、二
〇
〇　
　
　

図
書
費

五
〇
〇　
　
　

六
〇
〇　
　
　

七
〇
〇　
　
　

備
品
費

一
、三
〇
〇　
　
　

一
、五
〇
〇　
　
　

一
、五
〇
〇　
　
　

四
、
消
耗
品
費

一
、〇
九
五　
　
　

一
、二
九
五　
　
　

一
、四
六
〇　
　
　

消
耗
品
費

三
〇
〇　
　
　

三
〇
〇　
　
　

三
〇
〇　
　
　

印
刷
費

四
〇
〇　
　
　

四
〇
〇　
　
　

五
〇
〇　
　
　

通
信
運
搬
費

三
〇
〇　
　
　

四
〇
〇　
　
　

五
〇
〇　
　
　

電
灯
電
話
費

九
五　
　
　

一
九
五　
　
　

一
六
〇　
　
　

五
、
学
生
諸
費

一
、五
九
〇　
　
　

二
、三
八
〇　
　
　

三
、五
二
〇　
　
　

教
練
費

八
四
〇　
　
　

一
、六
八
〇　
　
　

二
、五
二
〇　
　
　

研
究
奨
励
費

七
五
〇　
　
　

七
〇
〇　
　
　

一
、〇
〇
〇　
　
　

六
、
修
繕
費

五
〇
〇　
　
　

一
、五
〇
〇　
　
　

一
、八
〇
〇　
　
　

七
、
広
告
費

一
、〇
〇
〇　
　
　

一
、五
〇
〇　
　
　

二
、〇
〇
〇　
　
　

八
、
雑
費

五
〇
〇　
　
　

五
〇
〇　
　
　

五
〇
〇　
　
　

九
、
寄
宿
舎
新
築
積
立
金

一
、六
〇
〇　
　
　

四
、〇
〇
〇　
　
　

計

一
七
、〇
四
〇　
　
　

二
六
、八
八
〇　
　
　

三
九
、七
二
〇　
　
　

〔
附
記
〕
興
亜
科
会
計
ハ
特
別
会
計
ト
ス
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専
任
教
員
一
一
名　

兼
任
教
員
一
三
名

　
　

三
年
度
ニ
於
テ

　
　
　
　
　

専
任
教
員
一
七
名　

兼
任
教
員
一
九
名

　
　
　
　

計　

専
任
教
員　

一
七
名
／

　
　
　
　
　
　

兼
任
教
員　

一
九
名
＼
三
六
名

教
室
配
置
（
別
紙
図
面
参
照
）

附
記　

現
在
武
道
（
国
漢
）
科
第
一
学
年
生
ヲ
収
容
セ
ル
寄
宿
舎
ハ
教
室
六
室
ヲ
使
用
セ
ル
モ
目
下
建
築
準
備
中
ノ
寄
宿
舎
完

　
　
　

成
セ
バ
直
チ
ニ
移
転
ス
ベ
キ
ヲ
以
テ
来
年
度
ヨ
リ
ハ
七
教
室
ヲ
使
用
ス
ル
事
ヲ
得
。

　
　
　

尚
興
亜
科
使
用
寄
宿
舎
モ
新
寄
宿
舎
設
立
ニ
供
ヒ
収
容
力
増
大
ス
ル
ヲ
以
テ
適
当
ニ
配
置
収
容
ス
ル
事
ヲ
得
ル
予
定
ナ

　
　
　

リ

新
学
年
度
ヨ
リ
國
士
館
専
門
學
校
ニ
興
亜
科
ヲ
新
設
セ
ン
ト
ス
ル
ニ
当
リ
之
ニ
供
フ
前
記
学
則
変
更
ニ
関
シ
理
事
職
務
代
行
者

連
名
ヲ
以
テ
之
ヲ
承
認
ス

　

昭
和
十
四
年
三
月
十
日
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財
団
法
人
國
士
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

理
事
職
務
代
行
者　

末
永　

一
三＊

２

㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　
　
　
　
　
　

尾
高　

武
治
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　
　
　
　
　
　

細
川
潤
一
郎
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　
　
　
　
　
　

立
花　
　

定
㊞

（「
國
士
館
専
門
學
校
要
覧
」
略
）

　
　
　

＊
１　

興
亜
科　

國
士
館
で
は
、
昭
和
一
四
年
、
専
門
學
校
に
興
亜
科
（
修
業
年
限
三
年
、
定
員
一
二
〇
人
）
を
新
設

　
　
　
　

し
、
武
道
国
漢
科
（
剣
道
・
柔
道
・
弓
道
、
定
員
計
一
三
〇
人
）・
興
亜
科
・
研
究
科
に
改
組
し
た
。
興
亜
科
は
、
専

　
　
　
　

門
學
校
卒
業
生
で
あ
る
大
澤
衛
・
藤
原
繁
・
中
原
稔
な
ど
が
中
心
と
な
り
新
設
さ
れ
た
。
昭
和
一
六
年
四
月
に
は
、

　
　
　
　

陸
軍
中
将
菊
池
武
夫
を
擁
立
し
て
創
設
さ
れ
た
興
亜
専
門
学
校
（
現
亜
細
亜
大
学
）
へ
全
学
生
が
移
籍
し
、
興
亜
科

　
　
　
　

は
廃
止
と
な
っ
た
。
興
亜
科
の
新
設
は
、
戦
時
色
が
強
ま
り
、「
東
亜
建
設
」
の
人
材
養
成
と
い
っ
た
時
代
の
要
請

　
　
　
　

に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
く
、
こ
の
時
期
多
く
の
学
校
で
興
亜
科
が
新
設
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　

＊
２　

末
永
一
三　

福
岡
県
出
身
。
北
日
本
汽
船
初
代
社
長
、
大
阪
商
船
副
社
長
、
大
民
監
事
。
大
正
一
一
年
一
月
財

　
　
　
　

団
法
人
國
士
館
理
事
及
び
評
議
員
に
就
任
。
昭
和
一
一
年
一
月
か
ら
は
理
事
職
務
代
行
と
な
り
、
昭
和
一
六
年
三
月
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ま
で
務
め
る
。

一
〇　

昭
和
一
六
年
四
月　

國
士
館
専
門
學
校
興
亜
科
廃
止
ニ
付
学
則
変
更
認
可
申
請
書
（
国
立
公
文
書
館
所
蔵
）

東
専
二
七
一
号　

裁
決
定
四
月
二
十
四
日

　
　

昭
和
十
六
年
四
月
十
八
日
起
案

　

学
則
中
変
更
認
可
ノ
件

　
　
　
　

案

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

國
士
館
専
門
學
校
設
立
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

財
団
法
人　

國　

士　

館

昭
和
十
六
年
四
月
二
日
附
申
請
学
則
中
変
更
ノ
件
認
可
ス

　
　
　

年　

月　

日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

文　

部　

大　

臣

（
備
考
）
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國
士
館
専
門
學
校
ノ
興
亜
科
ヲ
廃
シ
、
ソ
ノ
生
徒
ヲ
新
設
ノ
興
亜
専
門
學
校
ニ
転
入
学
セ
シ
ム
ル
為
、
学
則
中
一
部
変
更

　
　

セ
ン
ト
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
。

　
　
　
（
興
亜
専
門
學
校
ハ
四
月
八
日
設
置
認
可
ア
リ
タ
リ
）

　
　
　
　
　

学
則
変
更
ノ
件
認
可
申
請　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「（

東
京
府
経
由
印
）

昭
和
16
年
4
月
12
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

巳
学
第
一
五
七
六
号
東
京
府
経
由
」

國
士
館
専
門
學
校
学
則
中
一
部
別
紙
ノ
通
リ
変
更
致
度
ニ
付
御
認
可
相
成
度
此
段
及
申
請
候
也

　
　

昭
和
十
六
年
四
月
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

財
団
法
人
國
士
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

理
事
職
務
代
行　

尾　

高　

武　

治
印

　

文
部
大
臣　

橋　

田　

邦　

彦　

殿

㈠　
　
　
　
　

理　
　
　

由　
　
　

書

今
般
財
団
法
人
國
士
館
理
事
会
ノ
決
議
ニ
依
リ
國
士
館
専
門
學
校
興
亜
科
ヲ
解
消
シ
、
右
在
学
生
ハ
新
設
興
亜
専
門
學
校
ヘ
転

入
学
致
サ
セ
度
候
ニ
就
テ
ハ
國
士
館
専
門
學
校
学
則
一
部
変
更
致
度
候
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㈡　
　
　
　
　

学 

則 

変 

更 

ノ 

条 

項

第
二
条
中　
「
興
亜
科
」
ヲ
削
除

第
三
条
中　
「
興
亜
科
三
年
」
ヲ
削
除

第
四
条
中　
「
興
亜
科
三
百
六
十
名
」
ヲ
削
除

第
五
条
中　

左
ノ
項
ヲ
削
除
ス

興　

亜　

科

科

　

目

第
一
学
年
一
週
時
間

第
二
学
年
一
週
時
間

第
三
学
年
一
週
時
間

日

本

国

家

学

一

一

一

修

　

身

一

一

一

支
那
語
及
支
那
時
文

一
二

一
二

一
二

憲

　

法

二

民

　

法

二

商

　

法

二

国

際

法

二

満

支

法

制

二

東
亜
経
済
地
理

二

満
支
経
済
事
情

二

東

洋

政

治

学

二

東

洋

思

想

史

二

東
亜
協
同
経
済
論

二

東
亜
農
業
経
済
論

二

東
亜
建
設
原
理

一

一

一

満
蒙
支
民
情
及
宗
教

一

一

一
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産
業
組
合
論
（
合
作
社
）

二

商

業

通

論

二

商

工

経

営

二

貿

易

実

務

二

経

済

学

二

財

政

学

二

貨
幣
銀
行
金
融

二

商

品

学

一

簿　

記
（
商
業
簿
記
）

三

（
銀
行
簿
記
）　　

（
工
業　
〃　
）　

三

（
原
価
計
算
）　　

会

計

学

三

商
業
数
学
及
珠
算

二

植

民

政

策

二

教

練

二

二

二

武

道

六

六

六

計

三
九

三
八

四
三

選

択

課

目

蒙

古

語

二

二

二

英

語

二

二

二

露

西

亜

語

二

二

二

國
士
館
専
門
學
校
興
亜
科

ヨ
リ
興
亜
専
門
学
校
へ
転
入
学
ノ
生
徒
人
員

年

度

生

人　
　

員

昭
和
十
四
年
入
学
生

一
二

昭
和
十
五
年
入
学
生

三
七

計

四
九
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（「
國
士
館
専
門
學
校
要
覧
」
略
）

一
一　

昭
和
一
七
年
三
月　

國
士
館
専
門
學
校
学
則
中
変
更
認
可
書
原
本
（
国
立
公
文
書
館
所
蔵
）

東
専
九
二
号　

裁
決
定
三
月
二
十
六
日

　
　

昭
和
十
七
年
三
月
十
九
日
起
案

　
　

学
則
中
変
更
認
可
ノ
件

　
　
　
　

指
令
案

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

國
士
館
専
門
學
校
設
立
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

財
団
法
人
國
士
館

昭
和
十
七
年
一
月
七
日
附
申
請
学
則
中
変
更
ノ
件
認
可
ス

　
　

年
三
月
二
十
六
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

文　

部　

大　

臣
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（
備
考
）

　
　

従
来
総
定
員
ヲ
以
テ
定
メ
タ
ル
生
徒
定
員
ヲ
一
学
年
ニ
入
学
セ
シ
ム
ベ
キ
定
員
ニ
改
メ
且
ツ
昭
和
十
七
年
四
月
ヨ
リ
武
道

　
　

地
歴
科
ヲ
新
設
セ
ン
ト
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ

　
　

新
定
員
左
ノ
通
リ

　
　
　
　

武
道
国
漢
科　

一
〇
〇
名　
　
（
従
前
ノ
一
学
年
昼
定
員
ニ
同
ジ
）

　
　
　
　

武
道
地
歴
科　

一
〇
〇
名

　
　

武
道
地
歴
科
新
設
ノ
理
由

　
　
　
　

武
道
ト
共
ニ
地
理
歴
史
ヲ
課
シ
我
国
体
観
念
日
本
精
神
ニ
徹
底
シ
同
時
ニ
世
界
大
勢
ニ
精
通
シ
牢
呼
タ
ル
精
神
ト
剛

　
　
　
　

健
ナ
ル
体
躯
ヲ
有
シ
東
亜
共
栄
圏
確
立
ノ
為
働
キ
得
ル
人
材
ヲ
養
成
セ
ン
ト
ス

　
　

教
室
ソ
ノ
他
設
備
ニ
不
足
ナ
シ
、
図
書
、
掛
図
、
標
本
等
充
実
ノ
予
定
ナ
リ
、
教
員
予
定
表
別
紙
ノ
通
リ
。

　
　
　
　
　
　
　

國
士
館
専
門
學
校
学
則
変
更
認
可
申
請

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

昭
和
17
年
2
月
10
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

午
学
第
四
四
五
号　

東
京
府
経
由
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今
般
本
校
学
則
ヲ
別
紙
ノ
通
リ
変
更
シ
昭
和
十
七
年
四
月
ヨ
リ
実
施
致
度
ニ
付
御
認
可
相
成
度
此
段
及
申
請
候
也

　
　

昭
和
十
七
年
一
月
七
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

國
士
館
専
門
學
校
設
立
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

財
団
法
人
國
士
館
理
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

柴　

田　

德　

次　

郎
印

文
部
大
臣　

橋　

田　

邦　

彦　

殿

　
　
　
　
　

変　
　
　

更　
　
　

理　
　
　

由

本
校
ハ
従
来
武
道
（
剣
道
、柔
道
、弓
道
）
兼
修
国
語
漢
文
科
ヲ
教
授
シ
創
立
以
来
既
ニ
六
百
八
十
五
名
ノ
卒
業
生
ヲ
出
シ
夫
々

斯
道
ノ
中
等
教
員
ト
シ
テ
中
等
学
校
ニ
就
任
シ
相
当
ノ
成
績
ヲ
挙
ケ
教
育
界
ニ
定
評
ア
ル
次
第
ナ
ル
カ
教
育
界
ノ
要
望
ト
入
学

者
ノ
志
望
特
ニ
大
東
亜
戦
争
勃
発
ス
ル
ヤ
帝
国
ノ
地
位
ニ
大
変
革
ヲ
来
タ
シ
旧
態
ヲ
維
持
ス
ル
能
ハ
ス
一
大
飛
躍
ヲ
要
ス
ル
ニ

至
リ
東
亜
共
栄
圏
確
立
ノ
為
メ
第
一
線
ニ
立
チ
テ
此
事
業
ニ
膺
ル
ヘ
キ
有
為
ナ
ル
青
年
ヲ
養
生
ス
ル
ハ
現
下
最
モ
喫
緊
ナ
リ
、

然
シ
テ
之
ニ
当
ル
ニ
ハ
幾
多
ノ
困
難
ヲ
伴
ヒ
不
便
不
自
由
ヲ
忍
ヒ
寒
暑
困
苦
ニ
耐
ヘ
如
何
ナ
ル
誘
惑
ニ
モ
動
セ
サ
ル
牢
呼
タ
ル

精
神
ト
剛
健
ナ
ル
体
軀
ヲ
有
シ
且
実
務
ニ
長
ケ
実
用
ニ
適
シ
然
モ
還
境
内
外
人
ト
相
和
シ
能
ク
共
存
共
栄
ノ
実
ヲ
挙
ケ
ル
ヘ
キ

円
満
確
実
ニ
シ
テ
然
モ
一
見
識
ヲ
有
シ
専
心
努
力
ス
ル
モ
ノ
タ
ラ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
、
茲
ニ
於
テ
本
校
ハ
武
道
ニ
於
テ
心
身
ヲ
鍛



国士舘史関係資料の翻刻並びに補註　第四巻

161

錬
シ
加
フ
ル
ニ
地
歴
科
ヲ
設
ケ
我
国
体
観
念
日
本
精
神
ヲ
徹
底
シ
、
我
国
情
ヲ
明
徴
知
悉
セ
シ
ム
ル
ト
同
時
ニ
世
界
大
勢
ニ
精

通
シ
認
識
ヲ
深
ム
ル
事
ノ
最
モ
専
要
事
ト
思
惟
シ
茲
ニ
本
認
可
ヲ
申
請
セ
ン
ト
ス
ル
所
以
ナ
リ

國
士
館
専
門
學
校
学
則
規
定

第
二
条
ヲ
左
ノ
如
ク
改
ム

本
校
ニ
武
道
国
漢
科
、
武
道
地
歴
科
及
研
究
科
ヲ
置
ク

第
三
条
ヲ
左
ノ
如
ク
改
ム

本
校
ノ
修
業
年
限
ハ
武
道
国
漢
科
、
武
道
地
歴
科
各
四
年
、
研
究
科
一
年
乃
至
二
年
ト
ス

第
四
条
ヲ
左
ノ
如
ク
改
ム

本
校
一
学
年
ニ
入
学
セ
シ
ム
ヘ
キ
定
員
ヲ
左
ノ
通
リ
定
ム

武
道
国
漢
科　
　

一
〇
〇
名

武
道
地
歴
科　
　

一
〇
〇
名

第
五
条
ヲ
左
ノ
如
ク
改
ム



国士舘史研究年報 2012　楓

162

第
五
条　

学
科
及
び
其
程
度
左
ノ
如
シ

武
道
国
漢
科

第
一
学
年

毎
週
授

業
時
数

第
二
学
年

毎
週
授

業
時
数

第
三
学
年

毎
週
授

業
時
数

第
四
学
年

毎
週
授

業
時
数

武

道

理

論

実

修

形

二
一
二

同

上

二
一
二

同

上

二
一
二

同

上

二
一
二

武
道
史

武
道
全
般
ノ

変
遷
発
達

一

修

身

実
践
倫
理

一

倫

理

学

一

東
洋
倫
理

一

国
民
道
徳

一

教

育

教

育

史

一

教
育
学
、教
授
法

一

論
理
学

心

理

論
理
学
大
要

二

心
理
学
大
要

一

国

語

講
読
、
作
文

一
〇

同

上

八

講
読
、
作
文
、

文
学
史
、
国
語

学
史　
　
　
　

八

講
読
、
作
文

言

語

学

一
〇

漢

文

講
読
、
作
文

文
法　
　
　

八

同

上

九

講
読
、
作
文

漢
文
学
史

九

講
読
、
作
文

東
洋
思
想
史

一
〇

歴

史

国

史

一

東

洋

史

一

西

洋

史

一

生

理

衛

生

一

一

一

法
制
及

経

済

二

一

英

語

（
二
）

（
三
）

（
二
）

（
二
）

支
那
語

（
二
）

（
三
）

（
二
）

（
二
）

教

練

二

二

二

二

合

計

四
一

四
一

四
一

四
一

武
道
ハ
之
ヲ
剣
道
、
柔
道
及
弓
道
ノ
三
種
ト
シ
、
三
種
ノ
内
一
種
ヲ
必
修
科
目
ト
ス
、
外
国
語
ハ
英
語
、
支
那
語
ノ
中
一
種
ヲ
必
修
科

目
ト
シ
テ
選
択
ス
ル
モ
ノ
ト
ス



国士舘史関係資料の翻刻並びに補註　第四巻

163

武
道
地
歴
科

学

年

学
科
目

第
一
学
年

毎
週

時
数

第
二
学
年

毎
週

時
数

第
三
学
年

毎
週

時
数

第
四
学
年

毎
週

時
数

武

道

理
論
、
実
習
、

形
、
武
道
史

一
四

同

上

一
四

同

上

一
四

同

上

一
四

修

身

実
践
倫
理

一

倫

理

学

一

東
洋
倫
理

一

国
民
道
徳

一

教

育

教

育

史

一

教
育
学
教
授
法

一

論
理
心
理

論

理

学

二

心

理

学

一

地

理

地
理
、
実
習

日
本
地
理

東
洋
地
理

地

形

学

地

質

学

一
〇

同

上

世
界
地
理
気
象
学

一
〇

同

上

地
理
教
授
法

一
〇

同

上

地
理
教
授
法

一
〇

歴

史

日

本

史

東

洋

史

西

洋

史

古
文
書
学

考

古

学

史
学
研
究
法

一
〇

同

上

史
料
講
習

一
〇

同

上

一
〇

同

上

史
料
講
習

一
〇

生
理
衛
生

生

理

学

一

同

上

一

衛

生

学

一

法
制
経
済

法

制

二

経

済

一

支
那
語

二

三

二

二

教

練

二

二

二

二

合

計

四
四

四
四

四
四

四
四

武
道
ハ
之
ヲ
剣
道
、
柔
道
及
弓
道
の
三
種
ト
シ
、
三
種
ノ
内
一
種
ヲ
必
修
科
目
ト
ス

附
則
本
改
正
学
則
ハ
昭
和
一
七
年
四
月
一
日
ヨ
リ
施
行
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
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決　
　
　

議　
　
　

書

國
士
館
本
部
ニ
於
テ
理
事
会
ヲ
開
催
シ
國
士
館
専
門
學
校
学
則
中
一
部
変
更
シ
昭
和
十
七
年
四
月
ヨ
リ
之
ヲ
実
施
ス
ル
ノ
件
決

議
セ
リ

　
　
　
　
　
　
　

記

一
、
現
行
学
則
中
ニ
武
道
兼
修
歴
史
地
理
科
ヲ
新
ニ
設
ケ
関
係
条
文
ヲ
変
更
ス
ル
コ
ト

一
、
経
営
上
経
費
ニ
不
足
ヲ
生
ジ
タ
ル
ト
キ
及
臨
時
費
ヲ
本
財
団
ニ
テ
之
ヲ
負
担
ス
ル
コ
ト

一
、
前
記
ノ
趣
旨
ニ
依
リ
学
則
変
更
ヲ
主
務
官
庁
ニ
申
請
ス
ル
コ
ト

　
　
　

昭
和
十
六
年
十
二
月
二
十
六
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

財
団
法
人
國
士
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

理　

事　
　
　

柴
田
德
次
郎
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
倉　

正
雄
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

花
田　

半
助
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
坂　

順
造
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
野　

鶴
平
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
田　

道
一
㊞
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変　
　

更　
　

要　
　

旨

一
、
新
ニ
武
道
地
歴
科
ヲ
加
フ

一
、
従
来
本
校
総
定
員
ノ
規
定
ヲ
一
学
年
ニ
入
学
セ
シ
ム
ヘ
キ
定
員
ニ
改
メ
且
ツ
武
道
地
歴
科
一
〇
〇
名
ヲ
増
ス

　
　
（
各
学
年
武
道
地
歴
科
一
〇
〇
名
、
武
道
国
漢
科
一
〇
〇
名
、
計
二
〇
〇
名
）

一
、
臨
時
費
中
特
ニ
図
書
費
ハ
毎
年
経
常
費
中
ニ
相
当
額
ヲ
計
上
ス

一
、
収
支
予
算
ハ
増
加
分
ニ
付
計
上
ス

　
　

共
通
科
目
担
任
者
ニ
ハ
相
当
給
料
ヲ
増
加
ス

一
、
教
授
科
目
ニ
依
リ
学
級
ヲ
編
成
ス

一
、
教
室
其
ノ
他
ノ
設
備
ニ
不
足
ナ
シ

（
以
下
、
略
）
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一
二　

昭
和
一
七
年
三
月　

國
士
館
高
等
拓
殖
學
校
設
立
認
可
書
（
国
立
公
文
書
館
所
蔵
）

午
学
第
五
四
五
号

　
　

昭
和
十
七
年
三
月
二
十
三
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
京
府
知
事　

松　

村　

光　

磨
印

（
公
印
）

　
　

文
部
大
臣　

橋　

田　

邦　

彦　

殿 　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

私
立
学
校
設
立
ニ
関
ス
ル
件

管
内
東
京
市
世
田
谷
区
世
田
谷
一
ノ
一
〇
〇
六
財
団
法
人
國
士
館
代
表
理
事
柴
田
德
次
郎
ヨ
リ
國
士
館
高
等
拓
植（

殖
）學

校
設
立
ノ

件
、
本
日
認
可
候
条
左
記
事
項
ヲ
具
シ
及
開
申
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

記

一
、
名　
　
　

称　
　
　

國
士
館
高
等
拓
植（

殖
）學
校

二
、
目　
　
　

的　
　
　

満
蒙
支
及
南
洋
ニ
発
展
セ
ン
ト
ス
ル
国
士
的
人
材
ヲ
養
成
ス
ル
ヲ
目
的
ト
ス

三
、
認
可
年
月
日　
　
　

昭
和
十
七
年
三
月
十
日

四
、
開
設
年
月
日　
　
　

昭
和
十
七
年
四
月
一
日
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五
、
位　
　
　

置　
　
　

東
京
市
世
田
ヶ
谷
区
世
田
ヶ
谷
一
ノ
一
〇
〇
六

六
、
設　

立　

者　
　
　

財
団
法
人　

国　

士　

舘

七
、
生 
徒 
定
員　
　
　

二
〇
〇
名

八
、
学　
　
　

則　
　
　

別
紙
ノ
通
リ

　
　
　
　
　
　

國
士
館
高
等
拓
殖
學
校
学
則

　
　
　
　
　

第
一
章　

総　
　
　

則

第
一
条　

本
學
校
ハ
満
蒙
支
、
南
洋
ニ
発
展
セ
ン
ト
ス
ル
国
士
的
人
材
ヲ
養
成
ス
ル
ヲ
目
的
ト
ス

第
二
条　

本
校
ニ
満
蒙
支
科
、
南
洋
科
ノ
二
科
ヲ
置
ク

第
三
条　

本
校
ノ
修
業
年
限
ヲ
一
年
ト
ス

第
四
条　

本
校
ノ
定
員
ヲ
二
百
名
ト
ス

　
　
　
　
　

第
二
章　

学
期
及
休
業
日

第
五
条　

本
校
ノ
学
年
ハ
四
月
一
日
ニ
始
リ
翌
年
三
月
三
十
一
日
ニ
終
リ
左
ノ
三
学
期
ニ
之
ヲ
分
ツ

　
　
　
　

第
一
学
期　
　

自
四
月
一
日
至
八
月
三
十
一
日

　
　
　
　

第
二
学
期　
　

自
九
月
一
日
至
十
二
月
卅
一
日
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第
三
学
期　
　

自
翌
一
月
一
日
至
三
月
三
十
一
日

第
六
条　

本
校
ノ
休
業
日
左
ノ
如
シ

　
　
　
　

一
、
日
曜
日
、
祝
祭
日

　
　
　
　

一
、
國
士
館
記
念
日

　
　
　
　

一
、
夏
季
休
業　

自
八
月
十
一
日
至
八
月
三
十
一
日

　
　
　
　

一
、
冬
季
休
業　

自
十
二
月
二
十
五
日
至
翌
年
一
月
七
日

　
　
　
　

一
、
春
季
休
業　

自
三
月
二
十
一
日
至
三
月
三
十
一
日

　
　
　
　
　

第
三
章　

学
科
目
及
授
業
時
数

第
七
条　

本
校
ノ
学
科
目
及
毎
週
教
授
時
数
左
ノ
如
シ

　
　
　
　
　

満
蒙
支
科                    （（

翻
刻
者
註
）

南
洋
科
脱
カ
）

　
　
　
　

学
科
目　
　
　

毎
週
教
授
時
数　
　
　

学
科
目　
　
　

毎
週
教
授
時
数

　
　
　
　

実
践
倫
理　
　
　
　
　

二　
　
　
　
　

実
践
倫
理　
　
　
　
　

二

　
　
　
　

国　
　
　

法　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

国　
　

法

　
　
　
　

支　

那　

語　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

馬
来
語
及
英
語

　
　
　
　

移
植
民
政
策　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

移
植
民
政
策
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満
洲
及
中
国
国
家
機
構　
　
　
　
　
　

南
方
諸
国
国
家
機
構

　
　
　
　

満
蒙
及
地
方
自
治
制
度　
　
　
　
　
　

南
方
産
業
事
情

　
　
　
　

日
満
支
統
制
経
済　
　
　
　
　
　
　
　

各
地
重
要
資
源

　
　
　
　

商
業
資
源　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

南
洋
地
理
及
海
運

　
　
　
　

商
業
及
簿
記
学　
　
　
　
　
　
　
　
　

南
方
民
族
史

　
　
　
　

武　
　
　

道　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

商
業
及
簿
記
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

武　
　
　

道

　
　
　
　

其
ノ
他
課
外
講
義
、
見
学
ヲ
為
サ
シ
ム
ル
コ
ト
ア
ル
ベ
シ

　
　
　
　
　

第
四
章　

入
学
休
学
及
退
学

第
八
条　

本
校
エ
入
学
シ
得
ベ
キ
者
ハ
左
ノ
各
号
ノ
一
ニ
該
当
ス
ル
者
ニ
シ
テ
詮
衡
ノ
上
許
可
セ
ラ
レ
タ
ル
者
ト
ス

　
　
　
　

一
、
中
等
学
校
以
上
ノ
卒
業
者

　
　
　
　

一
、
年
齢
十
六
歳
以
上
ノ
者
ニ
シ
テ
担
当
ノ
学
力
ア
ル
者

第
九
条　

入
学
志
願
者
ハ
所
定
ノ
入
学
願
書
、
履
歴
書
、
学
業
成
績
証
明
書
、
身
体
検
査
書
（
戸
籍
謄
本
）
手
札
形
写
真
ヲ
添

　
　
　
　

ヘ
提
出
ス
ヘ
シ

第
十
条　

入
学
ヲ
許
可
セ
ラ
レ
タ
ル
者
ハ
所
定
ノ
誓
約
書
ニ
戸
籍
謄
本
ヲ
差
出
ス
ヘ
シ
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第
十
一
条　

休
学
セ
ン
ト
ス
ル
者
ハ
所
定
ノ
願
書
ヲ
提
出
シ
許
可
ヲ
受
ク
ヘ
シ

第
十
二
条　

退
学
セ
ン
ト
ス
ル
者
ハ
所
定
ノ
願
書
ヲ
提
出
シ
許
可
ヲ
受
ク
ヘ
シ

第
十
三
条　

左
ノ
各
号
ノ
一
ニ
該
当
ス
ル
者
ハ
退
学
ヲ
命
ス

　
　
　
　
　
　

一
、
性
行
不
良
ニ
シ
テ
改
悛
ノ
見
込
ナ
キ
者

　
　
　
　
　
　

一
、
学
業
成
績
不
良
ニ
シ
テ
成
業
ノ
見
込
ナ
キ
者

　
　
　
　
　
　

一
、
正
当
ノ
事
由
ナ
ク
シ
テ
一
ヶ
月
以
上
欠
席
シ
タ
ル
者

　
　
　
　
　
　

一
、
授
業
料
ヲ
納
付
セ
サ
ル
者

　
　
　
　
　

第
五
章　

成
績
考
査
及
卒
業

第
十
四
条　

成
績
考
査
ハ
学
業
ニ
付
各
学
期
末
ニ
之
ヲ
行
フ
考
査
標
準
ハ
別
ニ
之
ヲ
定
ム

第
十
五
条　

卒
業
ハ
学
業
成
績
及
操
行
ヲ
考
査
シ
テ
之
ヲ
認
定
ス

第
十
六
条　

卒
業
者
ニ
ハ
卒
業
証
書
ヲ
授
与
ス

　
　
　
　
　

第
六
章　

学　
　
　

費

第
十
七
条　

学
費
左
ノ
如
シ

　
　
　
　
　
　

一
、
入
学
考
査
料　
　

三
円

　
　
　
　
　
　

一
、
入　

学　

金　
　

五
円
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一
、
授
業
料
年
額　
　

九
十
六
円
（
月
八
円
分
納
ヲ
許
ス
）

第
十
八
条　

授
業
料
毎
月
五
日
迄
ニ
納
付
ス
ヘ
シ

第
十
九
条　

一
旦
納
付
シ
タ
ル
学
費
ハ
事
由
ノ
如
何
ニ
拘
ハ
ラ
ス
還
付
セ
サ
ル
モ
ノ
ト
ス

　
　
　
　
　

第
七
章　

賞　
　

罰

第
二
十
条　

学
術
優
秀
品
行
芳
正
ナ
ル
者
ハ
特
ニ
之
ヲ
表
彰
ス

第
二
十
一
条　

教
育
上
必
要
ト
認
ム
ル
ト
キ
ハ
左
ノ
懲
戒
処
分
ヲ
為
ス

　
　
　
　
　
　

戒
飾
、
謹
慎
、
停
学
、
退
学

一
三　

昭
和
一
八
年
三
月
一
八
日　

國
士
館
高
等
拓
殖
學
校
新
設
ニ
付
徳
富
蘇
峰
宛
柴
田
德
次
郎
書
簡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
財
団
法
人
徳
富
蘇
峰
記
念
塩
崎
財
団
所
蔵
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

徳
富
老
先
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

侍
史

謹
啓



国士舘史研究年報 2012　楓

172

御
大
事
之
御
静
養
之
処
誠
に
恐
縮
至
極
に
奉
存
候
へ
共
専
門
學
校
に
開
拓
科
新
設
候
付
、
佐
藤
陸
軍
・
岡
海
軍
両
軍
務
局
長＊

１

に

最
も
有
力
に
懇
談
之
為
め
折
入
っ
て
御
高
教
賜
は
り
度
く
花
田
理
事
御
引
見
仰
上
げ
度
く
奉
懇
願
候　

敬
具

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
月
十
八
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

柴
田
德
次
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

徳
富
老
先
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

侍
史

　
　
　

＊
１　

佐
藤
陸
軍
・
岡
海
軍
両
軍
務
局
長　

佐
藤
軍
務
局
長
は
佐
藤
賢
了
、
岡
軍
務
局
長
は
岡
敬
純
。
佐
藤
賢
了
は
陸

　
　
　
　

軍
大
学
卒
業
後
、
ア
メ
リ
カ
駐
在
を
経
て
、
主
に
軍
政
畑
を
進
み
、
昭
和
一
七
年
に
陸
軍
省
軍
務
局
長
に
就
任
。
岡

　
　
　
　

敬
純
は
海
軍
大
学
卒
業
後
、
軍
令
部
勤
務
、
昭
和
一
五
年
に
海
軍
省
軍
務
局
長
と
な
る
。

一
四　

昭
和
一
九
年
六
月　

國
士
館
専
門
學
校
学
則
中
変
更
認
可
書
原
本
（
国
立
公
文
書
館
所
蔵
）

学
専
九
八
号　

裁
決
定
六
月
一
日
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昭
和
十
九
年
五
月
二
十
七
日
起
案

　
　

私
立
専
門
学
校
学
則
変
更
ノ
件

　
　
　
　

指　

令　

案

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

國
士
館
専
門
學
校
設
立
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

財
団
法
人　

國　

士　

館

昭
和
十
九
年
二
月
三
日
附
申
請
学
則
中
変
更
ノ
件
認
可
ス

　
　

年　

月　

日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

文　

部　

大　

臣

（
備
考
）
教
育
ニ
関
ス
ル
戦
時
非
常
措
置
方
策
ニ
基
ク

　
　
　
　

尚
授
業
料
等
ノ
増
額
ハ
教
員
ノ
優
遇
、
教
育
施
設
ノ
改
善
充
実
ヲ
図
ラ
ン
ガ
為

　
　
　
　

変
更
条
文

　
　
　
　

第
一
条
ノ
目
的
ハ
全
面
的
ニ
改
正
ス

　
　
　
　

第
二
条
中
武
道
国
漢
科
武
道
地
歴
科
ヲ
剣
道
科
・
柔
道
科
・
弓
道
科
ト
ナ
シ
各
科
ノ
専
攻
ヲ
国
語
、
地
理
・
歴
史
ト

　
　
　
　

ナ
ス
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第
三
条　

各
科
四
年
ヲ
三
年
ト
ナ
ス

　
　
　
　

第
四
条　

各
科
百
名
ノ
入
学
定
員
ヲ
剣
道
科
百
名
、
柔
道
科
八
五
名
、
弓
道
科
一
五
名

　
　
　
　

第
五
条
ノ
学
科
課
程
ヲ
別
紙
ノ
如
ク
改
正
ス

　
　
　

尚
授
業
料
入
学
金
、
入
学
考
査
料
ヲ
改
正
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　

旧　
　
　
　
　

新 

　
　
　
　

授
業
料　
　

一
三
〇
円　
　

一
五
〇
円　
　

二
〇
銭

　
　
　
　

入
学
金　
　
　
　

五
円　
　
　

一
〇
円　
　
　

五
〃

　
　
　
　

入
学
考
査
料　
　

五
円　
　
　

一
〇
円　
　
　

五
〃

以
上
ハ
昭
和
十
九
年
四
月
ノ
入
学
者
ヨ
リ
適
用

　
　
　
　
　
　
　
　

学
則
変
更
認
可
申
請

今
般
國
士
館
専
門
學
校
学
則
ノ
一
部
ヲ
変
更
シ
昭
和
十
九
年
四
月
ノ
入
学
者
ヨ
リ
実
施
致
度
ニ
付
御
認
可
相
成
度
此
段
及
申
請

候
也

　
　

昭
和
十
九
年
二
月
三
日
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國
士
館
専
門
學
校
設
立
者　

柴　

田　

德　

次　

郎
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

財
団
法
人
國
士
館
理
事

文　

部　

大　

臣　

子　

爵　

岡　

部　

長　

景　

殿

　
　
　
　
　
　

変　

更　

理　

由

時
局
下
教
育
ノ
事
益
々
重
大
ヲ
極
メ
大
東
亜
建
設
ノ
タ
メ
百
年
ノ
計
ヲ
立
テ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
、
而
シ
テ
其
ノ
職
ニ
当
ル
者
ノ
責

モ
亦
重
且
大
ヲ
加
フ
此
ノ
時
ニ
当
リ
其
ノ
任
ヲ
全
フ
シ
益
々
教
育
報
国
ノ
実
ヲ
挙
ケ
シ
ム
ル
ニ
ハ
殉
国
ノ
精
神
ヲ
涵
養
シ
以
テ

専
心
教
育
ニ
尽
瘁
セ
シ
ム
ル
コ
ト
ノ
重
要
ナ
ル
コ
ト
ハ
言
ヲ
俟
タ
ザ
レ
共
一
方
其
ノ
生
活
ノ
安
定
ヲ
期
ス
ル
事
モ
極
メ
テ
緊
切

事
タ
ル
コ
ト
ヲ
思
惟
ス

茲
ニ
於
テ
学
則
ノ
一
部
ヲ
変
更
シ
其
ノ
大
部
ハ
教
員
ノ
優
遇
ニ
当
テ
ル
ト
同
時
ニ
一
方
教
育
施
設
ノ
改
善
充
実
ヲ
図
リ
以
テ

益
々
本
校
教
育
ノ
発
展
ヲ
期
セ
ン
ト
ス

　

第
三
条　

第
五
条　

第
十
条　

ノ
変
更
ハ
教
育
ニ
関
ス
ル
非
常
措
置
方
策
ニ
基
ク

　
　
　
　
　
　

國
士
館
専
門
學
校
学
則

第　
　

一
条
中
「
國
士
館
」
ノ
次
ニ
「
創
立
」「
本
領
」
ヲ
「
趣
旨
」
ニ
「
真
摯
堅
実
ナ
ル
」
ヲ
「
修
文
練
武
ニ
依
リ
殉
国
ノ
」
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ニ
改
メ
「
兼
テ
」
ノ
次
ニ
「
斯
道
ノ
」
ヲ
挿
入
ス

第　
　

二
条
中
「
武
道
国
漢
科
武
道
地
歴
科
」
ヲ
「
剣
道
科
、
柔
道
科
、
弓
道
科
」
ニ
「
置
ク
」
ヲ
「
置
キ
」
ニ
改
メ
「
置
キ
」

　
　
　
　
　
　

ノ
次
ニ
「
各
科
ノ
専
攻
ヲ
分
チ
テ
国
語
、
地
理
、
及
ビ
歴
史
ト
ス
」
ヲ
挿
入
ス

第　
　

三
条
中
「
武
道
国
漢
科
、
武
道
地
歴
科
四
年
」
ヲ
「
剣
道
科
、
柔
道
科
、
弓
道
科
三
年
」
ニ
改
ム

第　
　

四
条
中
「
武
道
国
漢
科
一
〇
〇
名
武
道
地
歴
科
一
〇
〇
名
」
ヲ
「
剣
道
科
一
〇
〇
名
柔
道
科
八
五
名
弓
道
科
一
五
名
」

　
　
　
　
　
　

ニ
改
ム

第　
　

五
条
中
ノ
学
科
及
其
程
度
ヲ
別
紙
ノ
通
リ
改
ム

第　
　

十
条
中
「
一
中
等
学
校
ヲ
卒
業
シ
タ
ル
モ
ノ
」
ヲ
「
中
等
学
校
卒
業
者
及
四
年
修
了
者
」
ト
改
ム

第
二
十
六
条
中
「
入
学
考
査
料
金
五
円
」
ヲ
「
金
拾
円
」
ニ
改
ム

第
二
十
七
条
中
「
入
学
金
五
円
」
ヲ
「
金
拾
円
」
ニ
改
ム

第
二
十
八
条
中
「
授
業
料
本
科
生
ハ
一
ヶ
年
金
百
三
十
円
」
ヲ
「
百
五
十
円
」
ニ
改
ム
「
但
シ
」
以
下
削
除

　
　
　

附
則
第
一
条　

第
二
条　

第
三
条　

第
四
条　

第
五
条　

第
十
条　

第
二
十
六
条　

第
二
十
七
条　

第
二　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

十
八
条
ノ
変
更
規
定
ハ
昭
和
一
九
年
四
月
ノ
入
学
者
ヨ
リ
之
ヲ
適
用
ス

（
以
下
、
略
）



国士舘史関係資料の翻刻並びに補註　第四巻

177

一
五　

昭
和
二
一
年
一
月　

國
士
館
高
等
拓
殖
學
校
廃
止
ノ
件
開
申
（
国
立
公
文
書
館
所
蔵
）

教
総
収
第
四
八
九
七
号

　
　

昭
和
二
十
一
年
一
月
廿
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
京
都
長
官　

藤　

沼　

庄　

平
印

　
　

文
部
大
臣　

安　

倍　

能　

成　

殿

　
　
　
　
　
　

私
立
学
校
廃
止
ノ
件
開
申

標
記
ノ
件
世
田
谷
区
世
田
谷
一
ノ
一
〇
〇
六
番
地
國
士
館
高
等
拓
殖
學
校
設
立
者
財
団
法
人
國
士
館
ヨ
リ
申
請
有
之
昭
和
二
十

年
十
二
月
三
十
一
日
限
廃
止
ノ
件
本
日
認
可
候
ニ
付
及
開
申
候
也




